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（
島
根
大

『
戦
国
楚
簡
研
究

2
0
0
 
6
』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
〈
総
四
十
一
号
〉
）

「
新
出
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
」

二
0
0
六
年
六
月
二
十
六
日
（
月
）
＼
二
十
八
日
（
水
）
の
三

日
間
、
中
国
湖
北
省
の
武
漢
大
学
に
お
い
て
、
「
新
出
楚
簡
国
際
学

術
研
討
会
」
（
英
文
名
は
A
n
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 
o
n
 

N
e
w
l
y
 
E
x
c
a
v
a
t
e
d
 
C
h
u
 
B
a
m
b
o
o
 
S
t
r
i
p
s
)
恭
2

国
E
倖
i
キ
U
わ
ぃ
ャ
j

゜

主
催
は
、
吟
佛
大
学
燕
京
学
社

(
H
a
r
v
a
r
dー

Y
e
n
c
h
i
n
g
I
n
s
t
iー

t
u
t
e
)
、
武
漢
大
学
中
国
伝
統
文
化
研
究
中
心
、
武
漢
大
学
簡
吊
研

究
中
心
、
武
漢
大
学
哲
学
学
院
、
武
漢
大
学
歴
史
学
院
、
武
漢
大

学
孔
子
与
儒
学
研
究
中
心
、
武
漢
大
学
中
西
比
較
哲
学
研
究
中
心

の
七
つ
の
組
織
。
国
内
外
の
研
究
者
約
百
名
が
三
日
間
に
わ
た
っ

て
研
究
発
表
を
行
う
と
い
う
、
極
め
て
大
規
模
な
国
際
学
会
で
あ

っ
た
。戦
国
楚
簡
研
究
会
で
は
、
浅
野
裕
一
（
東
北
大
学
）
、
湯
浅
邦
弘

（
大
阪
大
学
）
、
福
田
哲
之
（
島
根
大
学
）
、
竹
田
健

学
）
の
四
名
の
会
員
が
招
請
を
受
け
て
出
席
し
、
研
究
発
表
を
行

っ
た
。
ま
た
、
通
訳
と
し
て
、
東
北
大
学
大
学
院
生
の
雀
美
英
、

雀
英
が
同
行
し
、
学
会
期
間
中
を
通
じ
て
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
を

支
援
し
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
成
果
を
中
心
と
し
て
、
本
学
会
の
概
要
に
つ

い
て
報
告
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
全
体
は
、
二
部
で
構
成
す
る
。

ま
ず
第
一
部
で
は
、
湯
浅
邦
弘
が
、
学
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
掲
げ

な
が
ら
研
究
発
表
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
、
あ
わ
せ
て
国
際
学

会
の
運
営
と
い
う
観
点
か
ら
所
感
を
述
べ
る
。
続
い
て
、
第
二
部

で
は
、
湯
浅
、
福
田
哲
之
、
竹
田
健
二
、
浅
野
裕
一
の
順
で
、
各

自
の
発
表
と
そ
れ
に
対
す
る
出
席
者
か
ら
の
反
応
、
お
よ
び
関
係

す
る
研
究
発
表
の
紹
介
、
本
学
会
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
・
所
感
な

ど
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

参
加
記

平
成
十
八
年
十
二
月
二

O
O
I二
三
八
頁

戦
国
楚
簡
研
究
会
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↑
写
真
1
開
会
式
直
後
の
集
合
写
真

最
前
列
向
か
っ
て
右
か
ら
、

湯
浅
邦
弘
、
郭
斉
勇
（
武
漢
大
学
）
、
張
光
裕
（
香
港
中
文

大
学
）
、
浅
野
裕
一
、
二
人
お
い
て
林
素
清
（
中
央
研
究

院
）
、
李
学
勤
（
精
華
大
学
）
、

二
列
目
右
か
ら
、

徐
少
華
（
武
漢
大
学
）
、
呉
根
友
（
武
漢
大
学
）
、
竹
田

健
二
、
佐
藤
将
之
（
台
湾
大
学
）
、
福
田
哲
之
、
哀
國
華

（
中
央
研
究
院
）
、
林
啓
屏
（
政
治
大
学
）
、
郭
梨
華
（
東

呉
大
学
）

学
会
の
概
要

二
0
0
六
年
初
頭
、
中
国
出
土
文
献
を
専
門
と
す
る
世
界
の
研

究
者
に
、
武
漢
大
学
か
ら
招
請
状
が

E
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
便
に
よ

っ
て
届
け
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
学
会
参
加
の
エ
ン

ト
リ
ー

は
二

0
0
六
年
三
月
末
日
ま
で
、
発
表
論
文
の
提
出
は
ワ
ー
ド
ま

た
は

P
D
F
フ
ァ
イ
ル
に
よ
り
五
月
末
日
ま
で
。
い
ず
れ
も

E
メ

ー
ル
に
よ
っ
て
連
絡
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
。

戦
国
楚
簡
研
究
会
で
は
、
右
の
四
名
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
五
月

下
旬
、
四
名
の
発
表
論
文
を
筆
者
（
湯
浅
邦
弘
）
が

P
D
F
フ
ァ

イ
ル
に
と
り
ま
と
め
て
、
武
漢
大
学
の
担
当
者

・
晏
昌
貴
氏
に
送
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③
午
前
九
時

S
十
時

信
し
た
。
そ
の
際
、
筆
者
は
、
一
人
あ
た
り
の
発
表
時
間
が
何
分

で
あ
る
か
を
問
い
、
ま
た
、
全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
出
来
次
第
お

送
り
い
た
だ
き
た
い
旨
を
伝
え
た
。
晏
昌
貴
氏
か
ら
は
、
そ
の
後
、

一
人
あ
た
り
の
発
表
時
間
が
十
分

S
十
五
分
程
度
で
あ
る
旨
の
返

信
は
あ
っ
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
届
い
た
の
は
、
結
局
、
我
々
が

日
本
を
出
発
し
た
六
月
二
十
五
日
で
あ
り
、
入
れ
違
い
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
我
々
は
、
二
十
五
日
の
夕
刻
、
会
場
で
あ
る
武
漢
大

学
の
洛
珈
山
荘
の
受
付
で
、
初
め
て
正
式
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
会
議

手
冊
」
を
受
け
取
り
、
そ
の
全
容
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
会
議

手
冊
」
記
載
の
学
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

六
月
二
十
六
日
（
月
）
午
前

①
午
前
八
時

S
九
時
三
十
分
大
会
開
幕
式

会
場
…
洛
珈
山
荘
第
一
会
議
室

主
持
人
…
郭
齊
勇
教
授

校
長
致
辟
…
劉
経
南
院
士

（
具
腔
時
間
依
頼
校
長
営
日
上
午
活
動
程
序
）

吟
佛
燕
京
学
社
社
長
致
辟
…
杜
維
明
教
授
（
代
為
宣
讀
）

発
言
人
…
李
学
勤
、
文
蘭
A
l
l
a
n
、
安
築
哲
A
m
e
s
、
葉
山
Y
a
t
e
s
、

浅
野
裕
一
、
林
素
清

記
念
写
真
撮
影
（
写
真
1
)

会
場
…
武
漢
大
学
行
政
棲
側
粟

③
午
前
十
時

S
十
二
時
大
会
発
言

会
場
：
洛
珈
山
荘
第
一
会
議
室

主
持
人
…
陳
偉
、

R
o
b
i
n
Y
a
t
e
s
葉
山

発
言
人
…
李
学
勤
、
林
素
清
、
何
琳
儀
、
徐
少
華
、
季
旭
昇
、

M
a
r
t
i
n
 
K
e
r
n
祠
馬
丁

1
．
李
学
勤
…
楚
簡
的
年
代

2
．
林
素
清
…
讀
上
博
楚
簡
竹
書
（
五
）
札
記
雨
則

3
．
何
琳
儀
…
貴
手
求
義

4

．
徐
少
華
…
論
《
上
博
五
•
君
子
為
證
》
的
編
聯
与
文
本
結
構

5
．
季
旭
昇
…
上
博
五
《
飽
叔
牙
輿
闊
朋
之
諌
》
試
讀

6
・
M
a
r
t
i
n
 K
e
r
n…

R
e
a
d
i
n
g
 
t
h
e
 
"
G
u
o
f
e
n
g
"
‘
 

R
e
a
d
i
n
g
 
t
h
e
 
"Shilun"ffl
叫
《
醐
i

固
C

》
‘
苛
叫
《
F
5

ヱJ
琴
5

辛寧》

六
月
二
十
六
日
（
月
）
午
後

④
午
後
二
時

S
四
時
大
会
発
言

会
場
：
塔
珈
山
荘
第
一
会
議
室

主
持
人
…
S
a
r
a
h
A
l
l
a
n
文
蘭
、

C
a
r
i
n
e
D
e
f
o
o
r
t
戴
七
，
琳

発
言
人
…
R
o
g
e
r
T
.
 

A
m
e
s
、
R
u
d
o
l
f
G. 
W
a
g
n
e
r
、
湯
浅
邦
弘
、

郭
齊
勇
、

L
i
s
a
R
a
p
h
a
l
s
、
李
存
山

1
・
R
o
g
e
r
 T
.
 

A
m
e
s
安
栗
哲
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…

A
c
t
i
n
g
 u
p
o
n
 
t
h
e
 
F
i
v
e
 
A
c
q
u
i
r
e
d
 H
a
b
i
t
s
 

…

"
H
u
m
a
n
 
B
e
i
n
g
s
"
 
o
r
 
"
H
u
m
a
n
 Becomings'

—7 

”
五
徳
之
行
“
ー
探
究
＂
人
“
有
無
本
質
性
的
問
題

2
・
R
u
d
o
l
f
 G
.
 

W
a
g
n
e
r
瓦
格
納

…

T
h
e
 
S
i
z
e
 
o
f
 a
 T
h
o
u
g
h
t
 

…

P
h
i
l
o
l
o
g
i
c
a
l
 
e
x
p
l
o
r
a
t
i
o
n
s
 
o
f
 t
e
x
t
u
a
l
 
u
n
i
t
s
 

i
n
 
e
a
r
l
y
 C
h
i
n
e
s
e
 
l
i
t
e
r
a
r
y
 
t
e
x
t
s
 

一
個
思
想
的
尺
度

ー
到
早
期
中
國
文
猷
中
的
文
本
輩
位
的
語
言
学
解
繹

3
．
湯
浅
邦
弘
…
上
博
楚
簡
《
三
徳
》
的
天
人
相
闊
思
想

4
．
郭
齊
勇
…
上
博
簡
中
所
見
孔
子
思
想
及
其
奥
《
論
語
》
的
比
較

5
・
L
i
s
a
 R
a
p
h
a
l
s
瑞
麗

…

S
e
l
f
 a
n
d
 
A
u
t
o
n
o
m
y
 

|
 N
e
w
 P
e
r
s
p
e
c
t
i
v
e
s
 
f
r
o
m
 E
x
c
a
v
a
t
e
d
 C
h
u
 
T
e
x
t
s
 

従
新
出
土
楚
簡
看
中
國
古
代
闊
於
＂
自
我
“
卑
〈
”
自
律
“
的
観
念

6
．
李
存
山
…
”
郭
店
竹
簡
奥
思
孟
学
派
“
復
議

⑮
午
後
四
時
十
分

S
六
時
十
分
大
会
発
言

会
場
…
洛
珈
山
荘
第
一
会
議
室

主
持
人
…
浅
野
裕
一
、
張
光
裕

発
言
人
…
影
浩
、
陳
偉
、
劉
信
芳
、

J
e
f
f
r
e
y
R
i
e
g
e
l
、

谷
中
信
一
、
劉
栗
賢

1
．
影
浩
…
《
飽
叔
牙
奥
阻
朋
之
諌
》
考
繹
二
則

2
．
陳
偉
…
楚
簡
文
字
小
識

3
．
劉
信
芳
…
上
博
簡
五
試
解
四
則

4
・
J
e
f
f
r
e
y
 R
i
e
g
e
l
王
安
國
…

T
h
e
W
a
y
 
o
f
 P
e
n
g
z
u
 

|
 
N
o
t
e
s
 
o
n
 a
 N
u
r
t
u
r
i
n
g
 
L
i
f
e
 
T
e
x
t
 
E
x
c
a
v
a
t
e
d
 

a
t
 
Z
h
a
n
g
j
i
a
s
h
a
n
 

影
祖
之
道
…
略
議
張
家
山
出
土
的
一
個
養
生
文
本

5
．
谷
中
信
一
…
《
恒
先
》
宇
宙
論
析
義

6
．
劉
栗
賢
…
上
博
楚
簡
考
繹
三
則

六
月
二
十
七
日
（
火
）
午
前

⑥
午
前
八
時

S
九
時
二
十
分
小
組
発
言

第
一
組
会
場
…
塔
珈
山
荘
第
二
会
鏃
室

主
持
人
…
何
琳
儀
、
季
旭
昇

発
言
人
…
李
守
奎
、
郭
梨
華
、

C
o
n
s
t
a
n
c
e
A. 
C
o
o
k
、
廣
瀬
薫
雄

1
．
李
守
奎
…
《
飽
叔
牙
典
阻
朋
之
諫
》
補
繹

2
．
郭
梨
華
…
《
飽
叔
牙
奥
隔
朋
之
諌
》
有
闊
”
日
食
“
探
究

ー
兼
論
《
管
子
》
證
奥
法

3
・
C
o
n
s
t
a
n
c
e
 A. 
C
o
o
k畑i
血
〖
立

…
出
土
文
猷
所
見
”
威
儀
“
的
外
化
表
現

4
．
廣
瀬
薫
雄
…
何
謂
”
競
建
内
之
“
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第
二
組
、
会
場
：
洛
珈
山
荘
第
四
会
議
室

主
持
人
…
L
i
s
a
R
a
p
h
a
l
s
瑞
麗
、

R
o
g
e
r
T. 
A
m
e
s
安
栗
哲

発
言
人
…
S
a
r
a
h
A
l
l
a
n
、
C
a
r
i
n
e
D
e
f
o
o
r
t
、
黄
君
良
、
林
志
鵬

1
・
S
a
r
a
h
 A
l
l
a
n
文
蘭

…
《
唐
虞
之
道
》
ー
戦
國
竹
簡
中
任
命
以
徳
的
継
位
学
説

2
・
C
a
r
i
n
e
 D
e
f
o
o
r
t
戴
上
琳
…
楊
墨
之
血
在
儒
家
之
肉
中
流
涸

ー
従
中
道
的
立
場
看
《
唐
虞
之
道
》

3
・
K
w
a
n
ーL
e
u
n
g
W
o
n
g
黄
君
良

…
《
窮
達
以
時
》
典
《
唐
虞
之
道
》
中
的
”
時
“
奥
”
遇
“

4
．
林
志
鵬
…
郭
店
楚
墓
竹
書
《
唐
虞
之
道
》
重
探

①
午
前
九
時
三
十
分

S
十
時
五
十
分
小
組
発
言

第
一
組
会
場
…
洛
珈
山
荘
第
二
会
議
室

主
持
人
…
J
e
f
f
r
e
y
R
i
e
g
e
l
王
安
國
、
劉
信
芳

発
言
人
…
R
o
b
i
n
Y
a
t
e
s
、
楊
華
、

S
a
n
d
o
r
P
.
 

S
z
a
b
o
、
肖
毅

1
・
R
o
b
i
n
 Y
a
t
e
s
葉
山

…

L
a
w
 a
n
d
 
S
o
c
i
e
t
y
 
i
n
 
t
h
e
 
Q
i
n
 
S
t
a
t
e
 
a
n
d
 
E
m
p
i
r
e
 

|
 
R
e
f
l
e
c
t
i
o
n
s
 
i
n
 
t
h
e
 
L
i
g
h
t
 
o
f
 N
e
w
l
y
 
D
i
s
c
o
v
e
r
e
d
 

T
e
x
t
s
、
I
n
c
l
u
d
i
n
g
t
h
e
 
E
r
n
i
a
n
 
l
u
l
i
n
g
 
f
r
o
m
 
Z
h
a
n
gー

j
i
a
s
h
a
n
 

秦
國
、
秦
朝
的
法
律
典
社
會

…
根
披
張
家
山
二
年
律
令
等
新
肢
現
文
本
所
作
的
反
思

2
．
楊
華
…
港
大
蔵
《
序
守
祷
券
》
集
粋

3
・
S
a
n
d
o
r
 P
.
 

S
z
a
b
o
貝
山

…
陰
陽
概
念
的
時
空
闊
係
奥
九
店
楚
簡

4
．
肖
毅
…
九
店
竹
書
探
研

第
二
組
会
場
…
洛
珈
山
荘
第
四
会
議
室

主
持
人
…
金
春
峰
、
林
素
清

発
言
人
…
陳
束
、
沈
賓
春
、

K
e
n
n
e
t
h
W. 
H
o
l
l
o
w
a
y
、
王
書
強

1
．
陳
束
：
竹
吊
《
五
行
》
篇
為
子
思
、
孟
子
所
作
論

2
．
沈
賽
春
…
1
9
9
3

年
ー
2
0
0
5
年
郭
店
楚
簡
論
文
総
目
述
評

3
・
K
e
n
n
e
t
h
 W. 
H
o
l
l
o
w
a
y
都
栗
為
…
《
五
行
》
篇
的
宗
教
観

4
．
王
書
強
：
・
略
論
”
五
徳
之
行
“

⑧
午
前
十
一
時

S
十
二
時
二
十
分
小
組
発
言

第
一
組
会
場
…
塔
珈
山
荘
第
二
会
議
室

主
持
人
…
彰
浩
、

S
a
n
d
o
r
P
.
 

S
z
a
b
o
貝
山

発
言
人
…
李
家
浩
、
劉
祖
信
、
趙
建
偉
、
苑
麗
梅

1
．
李
家
浩

…
闊
於
郭
店
楚
墓
竹
簡
《
語
従
二
》
五
一
琥
簡
文
的
繹
讀

2
．
劉
祖
信
…
郭
店
楚
簡
背
面
計
敷
字
孜

3
．
趙
建
偉
…
楚
簡
校
記

4
．
苑
麗
梅
…
郭
店
楚
簡
《
六
徳
》
”
仁
類
蔑
而
束
“
段
繹
讀
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第
二
組

会
場
…
塔
珈
山
荘
第
四
会
議
室

第
二
組
会
場
…
洛
珈
山
荘
第
四
会
議
室

主
持
人
…
R
u
d
o
l
f
G
.
 

W
a
g
n
e
r
瓦
格
納
、
曹
峰

発
言
人
…
黄
釧
、
程
一
凡
、
高
華
平
、
李
若
暉

1
．
黄
釧
…
従
竹
簡
《
老
子
》
典
《
老
子
》
河
上
公
章
句
之
比
較

研
究
中
所
得
到
的
啓
示

2
．
程
一
凡
…
郭
店
《
老
子
》
書
窯
的
秩
序

3
．
高
華
平
…
封
郭
店
楚
簡
《
老
子
》
及
老
子
其
書
其
人
的
再
認
識

4
．
李
若
暉

…
論
郭
店
簡
中
《
老
子
》
丙
篇
典
《
太
一
生
水
》
賞
為
二

六
月
二
十
七
日
（
火
）
午
後

⑨
午
後
二
時

S
三
時
二
十
分
小
組
討
論

第
一
組
会
場
…
塔
珈
山
荘
第
二
会
議
室

主
持
人
…
楊
華
、
李
天
虹

発
言
人
…
曹
建
國
、
黄
人
二
、
手
宏
兵
、
凡
國
棟

1
．
曹
建
國
…
上
博
竹
書
《
弟
子
問
》
闊
於
子
路
的
幾
條
簡
文
疏
繹

2
．
黄
人
二
…
上
博
蔵
簡
第
五
冊
姑
城
家
父
試
繹

3
．
手
宏
兵
…
《
容
成
氏
》
卑
〈
”
九
州
“

4
．
凡
國
棟
…
《
容
成
氏
》
九
州
得
名
原
因
試
探

第
二
組
、
会
場
…
塔
珈
山
荘
第
四
会
議
室

主
持
人
…
呉
根
友
、
佐
藤
将
之

発
言
人
…
郭
祈
、
李
鋭
、

F
o
o
n
g
J
a
n
i
c
e
 
K
a
m
 

1
．
郭
祈
…
儒
家
核
心
綬
典
典
道
徳
譜
系
之
重
構

2
．
李
鋭
…
郭
店
簡
《
性
自
命
出
》
”
賓
性
“
説

3
・
F
o
o
n
g
 J
a
n
i
c
e
 
K
a
m
廿
鳳

…

S
o
m
e
 
O
b
s
e
r
v
a
t
i
o
n
s
 
o
n
 E
m
o
t
i
o
n
s
 
i
n
 
t
h
e
 
B
a
m
b
o
o
 

T
e
x
t
s
 
a
n
d
 
t
h
e
 
Z
u
o
z
h
u
a
n
 

談
竹
簡
典
《
左
偲
》
闊
於
情
感
的
思
想

4
．
李
承
律
…
郭
店
楚
簡
《
性
自
命
出
》
的
性
情
説
和
”
礼
栗
“

…
礼
栗
的
根
源
中
的
思
想
史
上
的
展
開

10
午
後
三
時
三
十
分

S
四
時
五
十
分
小
組
討
論

第
一
組
会
場
…
洛
珈
山
荘
第
二
会
議
室

主
持
人
…
M
a
r
t
i
n
K
e
r
n
拘
馬
丁
、
谷
中
信
一

発
言
人
…
膝
壬
生
、
福
田
哲
之
、
魏
啓
鵬
、
哀
國
華

1
．
膝
壬
生
…
待
定

2
．
福
田
哲
之
…
上
博
五
《
季
康
子
問
於
孔
子
》
的
編
聯
典
結
構

3
．
魏
啓
鵬
…
楚
簡
《
影
祖
》
箋
繹

4
．
衷
國
華
…
《
上
博
楚
竹
書
（
五
）
飽
叔
牙
輿
隅
朋
之
諫
》

”
※
（
伐
）
器
[
”
榜
泥
“
考
繹
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主
持
人
…
S
a
r
a
h
A
l
l
a
n
文
蘭
、
薪
漢
明

発
言
人
…
棧
野
裕
一
、
丁
四
新
、
邪
文
、
陳
仁
仁

1
．
棧
野
裕
一
…
上
博
楚
簡
《
鬼
神
之
命
》
奥
《
墨
子
》
明
鬼
論

2
．
丁
四
新
・
・
・
上
博
楚
筋
《
鬼
神
》
篇
註
繹
典
研
究

3
．
邪
文
…
新
出
楚
簡
典
《
周
易
》
的
背
景
闊
係
研
究
法

4
．
陳
仁
仁

…
凡
楚
地
出
土
易
癸
文
献
看
《
周
易
》
的
性
質
与
文
本
形
成

‘.＇‘, 11
午
後
五
時

S
六
時
二
十
分
小
組
討
論

（
 
第
一
組
会
場
…
洛
珈
山
荘
第
二
会
議
室

主
持
人
…
湯
棧
邦
弘
、

0
』

h

r

a

f
o
p
o
/
l
e
u
K
a
H

郭
静
云

発
言
人
…
竹
田
健
二
、
荻
野
友
疸
、
楊
芥
、
趙
書
生

1
．
竹
田
健
二
…
上
博
楚
簡
《
採
風
曲
目
》
中
的
竹
簡
形
制

2
．
荻
野
友
苑
：
•
初
歩
探
討
先
秦
文
猷
和
楚
簡
中
闊
於
”
詩
“
的

解
繹

3
．
楊
芥
…
上
博
簡
《
仲
弓
》
編
連
筒
記
二
則

4
．
趙
書
生
…
上
博
楚
簡
《
従
政
》
典
睡
虎
地
秦
簡
《
為
吏
之
道
》

合
論

第
二
組
会
場
…
塔
珈
山
荘
第
四
会
議
室

主
持
人
…
李
存
山
、
王
裸
呟

発
言
人
…
曹
峰
、
福
田
一
也
、
張
傑
、
黄
敦
兵

1
．
曹
峰
…
《
三
徳
》
中
的
”
皇
后
“
為
＂
黄
帝
“
論

2
．
福
田
一
也
…
上
博
簡
五
《
三
徳
》
篇
中
”
天
“
的
観
念

3
．
張
傑
…
《
上
博
簡
五
》
学
術
債
値
試
論

4
．
黄
敦
兵
…
上
博
簡
《
多
薪
》
篇
封
”
兄
弟
“
倫
理
的
引
繹

六
月
二
十
八
日
（
水
）
午
前

‘.,ノ1
2
午
前
八
時

S
九
時
二
十
分
小
組
発
言

（
 
第
一
組
会
場
…
洛
珈
山
荘
第
二
会
議
室

主
持
人
…
趙
平
安
、
張
顕
成

発
言
人
…
涸
勝
君
、
劉
國
勝
、
薪
聖
中
、
何
有
祖

1
．
浦
勝
君
…
楚
簡
文
字
雑
識
奈
恨

2
．
劉
國
勝
…
《
上
博
五
》
零
筒
五
則

3
．
癖
聖
中
…
上
博
竹
書
五
札
記
三
則

4
．
何
有
祖
…
上
博
五
繹
字
二
則

第
二
組
会
場
…
洛
珈
山
荘
第
四
会
議
室

主
持
人
…
黄
釧
、
胡
治
洪

発
言
人
…
林
素
英
、
王
裸
呟
、
0
』

h

r

a

r
o
p
o
n
e
u
K
a
H

郭
静
云
、

呉
勇

1
．
林
素
英
…
《
仲
尼
燕
居
》
、
《
孔
子
閑
居
》
与
《
論
礼
》
纂
輯

之
比
較
ー
以
《
民
之
父
母
》
為
討
論
中
介

2
．
王
裸
呟
…
《
恒
先
》
思
想
研
究
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3
.
o』
b

r
 a

「

o
p
o
1
1
e
u
K
a
H
郭
静
云

…
先
秦
自
然
哲
学
中
＂
天
恒
“
観
念

4
．
呉
勇
…
従
竹
簡
看
所
謂
敷
字
卦
問
題

03午
前
九
時
三
十
分

S
十
時
五
十
分
小
組
発
言

第
一
組
会
場
…
塔
珈
山
荘
第
二
会
議
室

主
持
人
…
趙
建
偉
、
張
傑

発
言
人
…
張
顕
成
、
侯
乃
鋒
、
易
徳
生
、
房
振
三

1
．
張
顕
成
…
《
上
博
簡
四
》
中
的
固
定
稲
敷
結
構

2
．
侯
乃
鋒
…
上
博
五
幾
個
固
定
詞
語
和
句
式
補
説

3
．
易
徳
生

…
従
今
年
出
土
楚
簡
中
的
通
椴
異
文
看
”
複
輔
音
“
問
題

4
．
房
振
三
…
繹
諧

第
二
組
会
場
…
塔
珈
山
荘
第
四
会
議
室

主
持
人
…
C
a
r
i
n
e

D
e
f
o
o
r
t
戴
未
琳
、
高
華
平

発
言
人
…
呉
根
友
、
佐
藤
将
之
、
胡
治
洪
、

S
h
i
r
l
e
y

C
h
a
n
陳
慧

1
．
呉
根
友
…
”
偲
賢
不
偲
子
“
的
政
治
櫂
力
轄
移
程
序

ー
上
博
簡
《
容
成
氏
》
政
治
哲
学
研
究

2
．
佐
藤
将
之
…
”
民
不
従
君
言
、
而
従
君
行
“

ー
郭
店
、
上
博
楚
簡
中
的
非
語
言
統
治
之
政
治
思
想

3
．
胡
治
洪
…
原
始
儒
家
徳
性
政
治
思
想
的
遮
蔽
与
重
光

_
《
細
衣
》
郭
店
本
、
上
博
本
与
伝
世
本
嗣
論

4
・
S
h
i
r
l
e
y
 C
h
a
n
 

…

T
h
e
 P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
T
h
i
n
k
i
n
g
 
i
n
 
t
h
e
 G
u
o
d
i
a
n
 
Z
i
y
i
 
T
e
x
t
 

郭
店
《
細
衣
》
文
本
的
政
治
思
考

、i9
‘
1
4
午
前
十
一
時

S
十
二
時
二
十
分
小
組
発
言

（
 
第
一
組
会
場
…
洛
珈
山
荘
第
二
会
議
室

主
持
人
…
劉
祖
信
、
程
一
凡

発
言
人
…
劉
彬
徽
、
羅
運
環
、
晏
昌
貴
、
鄭
威

1
．
劉
彬
徽
…
新
察
慈
陵
楚
簡
的
年
代

2
．
羅
運
環
…
慈
陵
楚
筒
郡
郡
考

2
．
晏
昌
貴
…
新
察
慈
陵
楚
簡
”
上
通
取
稟
“
試
解

3
．
鄭
威
…
新
察
慈
陵
楚
簡
地
名
雑
識
三
則

第
二
組
会
場
…
洛
珈
山
荘
第
四
会
議
室

主
持
人
…
待
定

発
言
人
…
待
定

六
月
二
十
八
日
（
水
）
午
後

‘,'‘、1
5
午
後
二
時

S
四

時

大

会

発

言

（
 会
場
…
洛
珈
山
荘
第
一
会
議
室

主
持
人
…
C
o
n
s
t
a
n
c
e

A
.
 

C
o
o
k
祠
鶴
立
、
林
素
英
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閉
幕
詞

発
言
人
…
癖
漢
明
、
金
春
峰
、
趙
平
安
、
李
天
虹
、
林
啓
屏
、
虞

萬
里
1
．
癖
漢
明

…
上
海
博
物
館
蔵
戦
國
楚
竹
書
《
易
経
》
繹
卦
四
則
（
上
）

2
．
金
春
峰
…
上
博
《
詩
論
》
散
論

3
．
趙
平
安

…
上
博
蔵
楚
竹
書
《
競
建
内
之
》
第
九
至
十
〇
琥
簡
孜
辮

4
．
李
天
虹
…
繹
《
唐
虞
之
道
》
中
的
”
均
“

5
．
林
啓
屏
…
論
《
民
之
父
母
》
中
的
”
三
無
“

6
．
虞
萬
里
…
従
簡
本
《
細
衣
》
論
《
都
人
士
》
詩
的
綴
合

16
午
後
四
時
十
分

S
五
時
十
分
閉
幕
発
言

会
場
…
塔
珈
山
荘
第
一
会
議
室

主
持
人
…
林
啓
屏
、
郭
祈

発
言
人
…
郭
梨
華
、
哀
國
華
、
晏
昌
貴
、
劉
國
勝
、
邪
文
、

新）
 
1
7
午
後
五
時
十
分

S
五
時
三
十
分

（
 会
場
…
塔
珈
山
荘
第
一
会
議
室

主
持
人
…
陳
偉

閉
幕
詞
…
徐
少
華

丁
四

（
な
お
、
右
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
、
二
日
目
に
予
定
さ
れ
て
い
た

李
承
律
氏
、
膝
壬
生
氏
は
、
欠
席
の
た
め
発
表
が
な
か
っ
た
。
ま

た
、
三
日
目
午
前
中
で
「
待
定
」
と
さ
れ
て
い
た
部
分
は
、
結
局

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
な
か
っ
た
。
）

会
議
発
表
の
概
況

こ
の
よ
う
に
、
研
究
発
表
は
、
初
日
が
「
大
会
発
言
」
（
全
体
会

議
）
と
し
て
行
わ
れ
、
二
日
目
•
三
日
目
は
「
小
組
発
言
」
（
分
科

会
）
で
行
わ
れ
た
。

研
究
発
表
の
形
式
は
、
国
際
学
会
の
通
例
で
あ
ろ
う
か
、
部
会

ご
と
に
全
員
の
発
表
を
終
え
て
か
ら
、
ま
と
め
て
質
疑
応
答
が
な

さ
れ
た
。
例
え
ば
、
初
日
の
全
体
会
議
で
は
‘
―
つ
の
部
会
が
二

名
の
主
持
人
（
司
会
）
と
六
名
の
発
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

六
名
が
十
五
分
の
枠
内
で
次
々
と
発
表
し
た
後
、
質
疑
応
答
に
入

っ
た
。
そ
の
質
疑
応
答
も
、
一
問
一
答
形
式
で
は
な
く
、
ま
ず
複

数
の
質
問
者
が
連
続
し
て
質
問
し
、
該
当
す
る
発
表
者
が
後
で
ま

と
め
て
そ
れ
に
答
え
る
と
い
う
、
言
わ
ば
集
中
形
式
を
取
っ
て
い

た
。
こ
の
点
は
、
日
本
国
内
で
開
催
さ
れ
る
学
会
と
の
大
き
な
違

い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
右
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
明
ら
か
な
通
り
、
発
表
者
の
国

籍
は
様
々
で
、
ま
さ
に
国
際
学
会
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
ち
な

み
に
、
「
会
議
手
冊
」
に
記
載
さ
れ
た
名
簿
に
よ
れ
ば
、
「
西
方
学
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者
」
二
十
名
、
「
日
本
、
韓
国
学
者
」
十
一
名
、
「
馬
来
西
亜
学
者
」

一
名
、
「
台
湾
、
香
港
地
区
学
者
」
十
六
名
、
「
中
国
大
陸
地
区
学

者
」
五
十
八
名
（
内
、
半
数
が
武
漢
地
区
学
者
）
で
あ
る
。
会
誂

で
の
使
用
言
語
は
、
「
中
国
語
」
と
指
定
さ
れ
た
。

研
究
発
表
の
内
容
は
、
概
ね
、
上
博
楚
簡
に
関
す
る
も
の
が
半

数
以
上
を
占
め
、
残
り
は
郭
店
楚
簡
、
お
よ
び
そ
の
他
の
出
土
文

献
に
関
す
る
発
表
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
受
付
で
配
布
さ
れ

た
会
議
論
文
集
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
会
議
論
文
集
は
二
分
冊

と
な
っ
て
お
り
、
「
上
博
簡
巻
」
が
論
文
全
四
十
九
本
、
三
九
二
頁
、

「
郭
店
・
其
他
簡
巻
」
が
論
文
全
三
十
七
本
、
三
一
九
頁
と
い
う

大
冊
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
出
土
文
献
、
特
に
上
博
楚

簡
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
よ
う
。
日
本
か
ら

参
加
し
て
研
究
発
表
を
行
っ
た
八
名
も
、
す
べ
て
上
博
楚
簡
に
関

す
る
研
究
で
あ
っ
た
。
主
な
研
究
発
表
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本

稿
の
第
二
部
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
会
議
終
了
後
の
六
月
二
十
九
日
、
希
望
者
の
み
、
荊
門
・

荊
州
地
区
（
荊
門
市
博
物
館
、
郭
店
楚
墓
、
荊
州
博
物
館
）
へ
の

小
旅
行
が
行
わ
れ
た
。
午
前
六
時
に
武
漢
大
学
を
出
発
し
、
午
後

十
時
に
帰
着
す
る
と
い
う
強
行
軍
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
我
々
戦
国

楚
簡
研
究
会
は
、
昨
年
の
夏
、
荊
門
・
荊
州
地
区
の
学
術
調
査
を

行
い
、
そ
の
成
果
を
「
中
国
湖
北
省
荊
門
・
荊
州
学
術
調
査
報
告
」

（
『
戦
国
楚
簡
研
究

2
0

0

 5
』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
、
第

三
十
八
号
）
、
二

0
0
五
年
）
と
し
て
発
表
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た

の
で
、
こ
れ
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
参
加
費
用
は
自
己
負
担
で

あ
っ
た
が
、
一
人
百
元
（
約
千
五
百
円
）
と
格
安
で
、
学
会
の
内

容
と
も
深
く
関
連
す
る
地
へ
の
訪
問
で
あ
り
、
主
催
者
側
の
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
高
く
評
価
で
き
る
企
画
で
あ
る
。

国
際
学
会
の
運
営

次
に
、
国
際
学
会
の
運
営
と
い
う
観
点
か
ら
、
本
学
会
を
振
り

返
っ
て
み
た
い
。
主
催
者
は
、
前
記
の
通
り
七
つ
の
組
織
で
あ
る

が
、
実
際
の
運
営
に
当
た
っ
た
中
心
的
人
物
は
、
「
会
議
手
冊
」
の

「
会
議
鋸
備
人
員
」
と
し
て
列
記
さ
れ
た
、
郭
齊
勇
、
徐
少
華
、

陳
偉
、
丁
四
新
、
晏
昌
貴
、
劉
國
勝
の
各
氏
で
あ
る
。
運
営
ス
タ

ッ
フ
は
、
「
會
務
具
腔
服
務
人
員
」
と
し
て
記
載
さ
れ
た
、
丁
四
新
、

晏
昌
貴
、
劉
國
勝
氏
を
は
じ
め
と
す
る
武
漢
大
学
関
係
者
二
十
五

名
で
あ
る
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
武
漢
大
学
の
諸
氏
は
、
こ
う

し
た
大
規
模
な
学
会
を
見
事
に
運
営
し
、
盛
会
に
導
か
れ
た
と
言

え
よ
う
。

ま
ず
、
参
加
者
は
、
到
着
の
日
時
・
場
所
を
六
月
二
十
二
日
ま

で
に
連
絡
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
。
我
々
戦
国
楚
簡
研
究
会
は
、

六
月
二
十
五
日
の
朝
、
関
西
国
際
空
港
に
集
合
し
、
空
路
、
関
空

か
ら
杭
州
空
港
を
経
由
し
て
、
武
漢
天
河
空
港
に
午
後
五
時
に
到

着
し
た
。
杭
州
か
ら
武
漢
へ
の
飛
行
機
が
予
定
よ
り
一
時
間
遅
れ
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写
真
2

学
会
会
場
（
武
漢
大
学
路
珈
山
荘
）

た
が
、
事
前
連
絡
の
通
り
、
武
漢
大
学
の
林
志
鵬
氏
ら
運
営
ス
タ

ッ
フ
が
出
迎
え
て
下
さ
り
、
そ
こ
か
ら
専
用
車
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

で
、
約
四
十
キ
ロ
南
の
武
漢
大
学
に
一
時
間
か
け
て
送
り
届
け
て

い
た
だ
い
た
。

会
場
兼
宿
舎
と
な
っ
た
の
は
、
武
漢
大
学
内
の
洛
珈
山
荘
で
あ

る
（
写
真
2
)
。
一
階
ロ
ビ
ー
で
、
ま
ず
学
会
の
受
付
を
行
い
、
そ

こ
で
、
「
会
議
手
冊
」
、
「
会
議
論
文
集
」
二
冊
、
名
札
、
ノ
ー
ト
、

サ
イ
ン
ペ
ン
な
ど
の
入
っ
た
会
議
グ
ッ
ズ
を
受
け
取
っ
た
。
そ

の

後
、
フ
ロ
ン
ト
で
宿
泊
の
手
続
き
（
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
）
を
行
っ
て
、

各
自
が
部
屋
に
入
っ
て
荷
物
を
置
き
、
六
時
半
か
ら
二
階
の
食
堂

で
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
夕
食
と
な
っ
た
。

こ
の
路
珈
山
荘
は
、
部
屋
数
約
百
、
ベ
ッ
ド
数
約
二
百
、
会
議

室
六
（
内
、
最
大
の
第
一
会
緞
室
は
百
名
収
容
）
、
食
堂
な
ど
を
備

え
て
お
り
、
日
本
の
感
覚
で
言
え
ば
、
中
規
模
ク
ラ
ス
の
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
に
匹
敵
す
る
施
設
で
あ
る
。
期
間
中
の
空
港
・
大
学
間

の
送
迎
、
宿
泊
、
飲
食
は
す
べ
て
主
催
者
側
の
負
担
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
日
本
に
お
け
る
「
国
際
化
」
と
比
較
し
て
、
大
い
に

考
え
さ
せ
ら
れ
る
点
で
も
あ
る
。
日
本
で
は
、
国
立
大
学
が
法
人

化
さ
れ
て
後
、
と
み
に
国
際
化
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
特
に
文
系
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
国
際
化
と
は
、

個
人
の
努
力
に
よ
っ
て
、
国
外
研
究
者
と
交
流
を
持
ち
、
海
外
で

行
わ
れ
る
国
際
学
会
に
出
席
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
言
わ
ば
、
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草
の
根
的
な
交
流
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
の
有
力
大
学
で
は
、
こ
の
武
漢
大
学
洛

珈
山
荘
の
よ
う
に
、
大
規
模
な
国
際
学
会
を
開
催
で
き
る
会
場
・

宿
泊
施
設
が
学
内
に
併
設
さ
れ
て
お
り
、
国
際
交
流
の
基
盤
が
整

っ
て
い
る
と
言
え
る
。
ち
な
み
に
筆
者
の
勤
務
先
で
あ
る
大
阪
大

学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
、
宿
泊
•
会
議
の
で
き
る
待
兼
山
会
館

と
い
う
施
設
が
あ
る
が
、
部
屋
数
は
僅
か
に
七
、
会
議
室
も
定
員

四
十
八
名
の
部
屋
が
一
室
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
日
本
の
大
学
に

組
織
的
・
継
続
的
な
国
際
化
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
研
究
者
個

々
の
努
力
と
は
別
に
、
こ
う
し
た
基
盤
整
備
も
必
要
と
な
る
で
あ

ろ
う
。
国
情
の
違
い
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
中
国
で
は
、
国

際
化
を
念
頭
に
置
い
た
学
術
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
よ

う
な
印
象
を
受
け
た
。

た
だ
、
こ
の
学
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
や
や
疑
問
を
感
ず
る

点
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

あ
る
。
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
約
百
名
の
出
席
者
す
べ
て
に
発
表
の
機

会
を
与
え
る
た
め
と
は
言
え
、
三
日
間
と
も
、
朝
八
時
か
ら
夜
六

時
過
ぎ
ま
で
び
っ
し
り
と
組
ま
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
閉
口
し

た
。
質
疑
応
答
も
、
前
記
の
よ
う
な
状
況
で
、
必
ず
し
も
、
個
々

の
発
表
に
対
し
て
濃
密
な
議
論
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま

た
、
二
日
目
と
三
日
目
は
分
科
会
形
式
で
行
わ
れ
た
た
め
、
聴
き

た
い
発
表
が
同
時
に
行
わ
れ
た
際
、
や
む
な
く
、
ど
ち
ら
か
を
選

ば
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
っ
た
。
発
表
者
を
も
う
少
し

絞
り
込
み
、
そ
の
分
、
質
疑
応
答
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
の
方
法
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
前
連
絡
と
い
う
点
も
、
十
分
で
あ
っ

た
と
は
言
え
な
い
。
前
記
の
よ
う
に
、
武
漢
大
学
か
ら
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
連
絡
は
、
我
々
の
出
発
と
入
れ
違
い
に
な
り
、
我
々
が
正

式
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
知
っ
た
の
は
、
現
地
に
入
っ
た
六
月
二
十
五

日
（
会
議
前
日
）
の
夕
刻
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
発
表
す
る
こ

と
自
体
は
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
が
何
日
目
の
何
時
か
ら
で

あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ほ
ど
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
る
と
、
我
々
メ
ン
バ
ー
の
内
、
浅
野
裕
一
・
湯

浅
邦
弘
の
両
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
日
目
と
二
日
目
の
部
会
の
主
持

人
（
司
会
）
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
司
会
者
と
し
て
の
準

備
も
あ
る
の
で
、
事
前
の
連
絡
・
確
認
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
っ

た。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
大
規
模
な
国
際
学
会
が
武
漢
で
行

わ
れ
、
そ
こ
に
新
出
土
文
献
を
専
門
と
す
る
研
究
者
が
百
名
も
集

ま
っ
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
、
我
々
戦
国
楚
簡
研

究
会
の
活
動
も
あ
っ
て
、
新
出
土
文
献
の
重
要
性
が
徐
々
に
理
解

さ
れ
て
き
て
は
い
る
が
、
そ
れ
を
直
接
の
研
究
対
象
と
す
る
研
究

者
の
数
は
依
然
と
し
て
少
な
い
。
世
界
の
研
究
者
が
し
の
ぎ
を
削

り
、
中
国
古
代
思
想
史
の
通
説
が
大
き
く
書
き
換
え
ら
れ
よ
う
と
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報
告
1

し
て
い
る
今
、
日
本
の
学
界
も
、
こ
の
現
状
を
真
摯
に
受
け
止
め

る
必
要
が
あ
ろ
う
。（

湯
浅
邦
弘
）

各
会
員
に
よ
る
報
告

（
湯
浅
邦
弘
）

発
表
の
概
要
と
質
疑
応
答

二
0
0
六
年
三
月
二
十
七
日
、
筆
者
は
、
戦
国
楚
簡
研
究
会
の

第
二
十
九
回
研
究
会
（
於
大
阪
大
学
）
に
お
い
て
、
刊
行
さ
れ
た

ば
か
り
の
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
五
分
冊
に
収
録
さ

れ
た
新
出
土
文
献
『
三
徳
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
全
文
の
釈
文
・

考
察
を
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
釈
文
・
考
察
を
基
に
、
武
漢

大
学
発
表
用
の
研
究
論
文
を
執
筆
し
、
学
内
の
中
国
人
留
学
生
の

協
力
を
得
て
中
国
語
に
翻
訳
、
そ
れ
を
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
に
し
て

五
月
下
旬
に
武
漢
大
学
に
送
信
し
た
。

筆
者
が
こ
の
『
三
徳
』
に
注
目
し
た
の
は
、
そ
こ
に
、
極
め
て

興
味
深
い
天
人
相
関
思
想
が
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

『
三
徳
』
は
、
ま
ず
、
「
天
は
時
を
供
し
、
地
は
材
を
供
し
、
民

は
力
を
供
し
、
明
王
思
う
無
し
。
是
れ
を
三
徳
と
謂
う
（
天
供
時
、

地
供
材
、
民
供
力
、
明
王
無
思
。
是
謂
三
徳
）
」
と
、
「
天
」
「
地
」

「
人
」
の
い
わ
ゆ
る
三
オ
の
世
界
構
造
を
提
示
す
る
。
し
か
し
、

全
体
の
議
論
は
、
こ
の
三
者
を
均
等
に
扱
う
の
で
は
な
く
、
専
ら

「
天
」
と
「
人
」
と
の
関
係
に
終
始
す
る
。
し
か
も
、
そ
の
天
人

関
係
は
、
人
為
が
天
（
皇
天
•
上
天
•
上
帝
•
鬼
神
）
の
知
る
所

と
な
り
、
天
が
そ
の
人
為
に
応
じ
た
禍
福
を
人
間
（
王
・
邦
）
に

降
す
と
い
う
明
快
な
天
人
相
関
思
想
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。

筆
者
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
そ
の
天
人
関
係
の
論
述
は
、
お
お
よ

そ
以
下
の
五
つ
に
分
類
で
き
る
。
第
一
は
、
人
為
の
良
否
の
内
、

「
良
」
に
つ
い
て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
天
の
常
に
順

う
（
順
天
之
常
）
」
こ
と
に
な
る
と
説
く
も
の
や
、
そ
れ
が
「
天
礼
」

で
あ
る
と
説
く
も
の
も
あ
る
。
第
二
は
、
人
為
の
良
否
の
内
、
「
否
」

に
つ
い
て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
「
母

S
S
、
母

S
S
」
と
禁
止
の

構
文
が
多
用
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
人
為
が
「
大
感
（
憂
）
」
「
不
祥
」

「
忘
神
」
な
ど
の
語
で
総
括
さ
れ
る
。

第
三
は
、
人
為
（
良
否
）
に
対
応
す
る
結
果
が
明
示
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
良
」
の
人
為
に
つ
い
て
は
「
福

乃
ち
来
る
（
福
乃
束
）
」
と
い
う
良
い
結
果
、
「
否
」
の
人
為
に
つ

さ

い
て
は
「
邦
家
其
れ
壊
れ
ん
（
邦
家
其
壊
）
」
「
土
地
乃
ち
垢
か
れ
、

ほ
ろ

民
人
乃
ち
喪
ぶ
（
土
地
乃
垢
、
民
人
乃
喪
）
」
「
大
禍
有
ら
ざ
れ
ば

必
ず
大
恥
あ
り
（
不
有
大
禍
必
大
恥
）
」
な
ど
と
い
う
悪
い
結
果
が

示
さ
れ
る
。
即
ち
、
人
為
の
善
悪
に
対
応
し
て
福
禍
が
も
た
ら
さ

れ
る
と
い
う
明
快
な
因
果
律
を
説
く
。
こ
こ
に
直
接
「
天
」
「
帝
」
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な
ど
の
語
は
見
え
な
い
が
、
こ
う
し
た
良
否
の
結
果
は
天
人
相
関

の
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
い
う
意
識
が
前
提
に
あ
る

と
推
測
さ
れ
る
。

第
四
は
、
良
い
人
為
が
天
に
感
応
し
、
天
か
ら
良
い
結
果
が
降

さ
れ
る
と
説
く
も
の
で
あ
る
。
天
の
側
は
「
天
命
」
「
上
帝
」
「
天
」

「
天
之
時
」
「
鬼
神
」
な
ど
の
語
で
表
さ
れ
一
定
し
て
い
な
い
が
、

た

す

よ

ろ

こ

い
ず
れ
も
、
「
上
帝
是
れ
祐
く
（
上
帝
是
祐
）
」
「
上
帝
乃
ち
恰
ぶ

（
上
帝
乃
恰
）
」
「
天
之
に
従
う
（
天
従
之
）
」
「
鬼
神
是
れ
祐
く
（
鬼

神
是
祐
）
」
「
上
帝
之
を
喜
ぶ
（
上
帝
喜
之
）
」
の
よ
う
に
人
格
神

的
に
説
か
れ
る
。

第
五
は
、
悪
い
人
為
が
天
に
感
応
し
、
天
か
ら
悪
い
結
果
（
災

異
）
が
降
さ
れ
る
と
説
く
も
の
で
あ
る
。
天
の
側
は
「
天
」
「
天
神
」

「
皇
天
」
「
上
帝
」
「
后
帝
」
な
ど
の
語
で
表
さ
れ
一
定
し
て
い
な

い
が
、
「
ロ
ロ
を
為
す
母
か
れ
、
皇
天
将
に
之
を
憚
め
ん
と
す
。

偽
詐
を
為
す
母
か
れ
、
上
帝
将
に
之
を
憎
ま
ん
と
す
（
母
為
□
口
、

皇
天
将
憚
之
。
母
為
偽
詐
、
上
帝
将
憎
之
）
」
「
忌
む
べ
く
し
て
忌

ま
ざ
れ
ば
、
天
乃
ち
災
い
を
降
し
、
巳
む
べ
く
し
て
巳
め
ざ
れ
ば
、

天
乃
ち
異
を
降
す
（
忌
而
不
忌
、
天
乃
降
災
、
已
而
不
已
、
天
乃

降
異
ご
「
上
帝
諒
と
せ
ず
（
上
帝
弗
諒
）
」
の
よ
う
に
、
い
ず
れ

も
右
の
第
四
類
と
同
じ
く
、
人
格
神
的
に
説
か
れ
る
。
ま
た
、
「
其

の
身
没
せ
ず
し
て
、
孫
子
に
至
る
（
其
身
不
没
、
至
干
孫
子
）
」

と
、
天
の
降
す
「
災
」
「
異
」
に
よ
っ
て
天
寿
を
全
う
で
き
ず
、
そ

の
災
い
が
子
孫
に
ま
で
至
る
と
説
く
な
ど
、
人
為
に
対
し
て
強
い

警
告
が
発
せ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
三
徳
』
に
は
、
明
快
な
天
人
相
関
思
想
が
見
ら

れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
特
に
、
「
災
」
「
異
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
、

「
忌
而
不
忌
、
天
乃
降
災
、
已
而
不
已
、
天
乃
降
異
。
其
身
不
没
、

至
干
孫
子
」
な
ど
は
、
春
秋
公
羊
学
に
お
い
て
、
「
其
の
大
略
の
類
、

天
地
の
物
、
常
な
ら
ざ
る
の
変
な
る
者
有
り
。
之
を
異
と
謂
う
。

小
な
る
者
之
を
災
と
謂
い
、
災
常
に
先
ず
至
り
、
而
し
て
異
乃
ち

之
に
随
う
。
災
と
は
、
天
の
譴
な
り
。
異
と
は
、
天
の
威
な
り
（
其

大
略
之
類
、
天
地
之
物
、
有
不
常
之
嬰
者
、
謂
之
異
、
小
者
謂
之

災
、
災
常
先
至
、
而
異
乃
随
之
、
災
者
、
天
之
誼
也
、
異
者
、
天

之
威
也
）
」
（
『
春
秋
繁
露
』
必
仁
且
智
）
」
と
説
か
れ
る
災
異
思
想

に
展
開
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
点
で
、
極
め
て
注
目

さ
れ
る
主
張
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
、
『
三
徳
』
中
に
は
、
そ
の
成
立
時
期
を
特
定
で
き

る
よ
う
な
具
体
的
な
用
語
・
固
有
名
詞
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

『
三
徳
』
に
お
け
る
極
め
て
直
接
的
な
天
人
関
係
は
、
『
詩
経
』
や

『
書
経
』
を
想
起
さ
せ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
そ

の
成
立
に
つ
い
て
も
、
戦
国
時
代
の
比
較
的
早
い
時
期
と
推
定
し

て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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写
真
3

研
究
発
表
：
湯
浅
邦
弘
（
中
央
）

右
隣
は
郭
斉
勇
教
授

そ
の
他
、
『
三
徳
』
に
関
す
る
筆
者
の
分
析
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

本
号
掲
載
の
拙
稿
「
上
博
楚
簡
『
三
徳
』
の
天
人
相
関
思
想
」
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
筆
者
の
口
頭
発
表
に
対
し
て
は
、
出
席
者
か

ら
次
の
よ
う
な
質
問
が
あ
っ
た
。
古
代
中
国
で
は
、
戦
国
時
代
の

中
期
・
後
期
に
種
々
の
術
数
が
盛
ん
と
な
る
が
、
『
三
徳
』
の
成
立

は
、
こ
う
し
た
状
況
と
関
係
が
あ
る
の
か
、
と
。

こ
れ
に
対
し
て
、
筆
者
は
概
ね
次
の
よ
う
に
回
答
し
た
。
『
三
徳
』

に
見
ら
れ
る
天
人
関
係
は
、
天
と
人
と
が
直
接
向
き
合
う
構
造
に

な
っ
て
い
て
、
陰
陽
、
日
月
、
星
辰
、
四
時
、
刑
徳
な
ど
の
、

わ
ゆ
る
天
道
思
想
を
全
く
介
在
さ
せ
な
い
点
に
最
大
の
特
色
が
あ

る
。
従
っ
て
、
そ
の
天
人
関
係
は
、
『
詩
経
』
や
『
書
経
』
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
、
む
し
ろ
古
い
型
の
天
人
相
関
思
想
を
止
め
て
お
り
、

術
数
論
や
占
星
術
な
ど
の
隆
盛
と
は
直
接
関
係
し
な
い
。
も
っ
と

も
、
『
三
徳
』
に
は
、
成
立
時
期
を
窺
わ
せ
る
固
有
名
詞
や
用
語
は

な
く
、
具
体
的
な
成
立
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か

し
、
上
博
楚
簡
の
炭
素
十
四
の
測
定
値
や
竹
簡
の
文
字
が
戦
国
楚

系
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
、
そ
の
成
立

時
期
と
し
て
は
、
戦
国
時
代
中
期
以
前
の
可
能
性
が
高
い
の
で
は

な
い
か
、
と
。

vヽ
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『
三
徳
』
に
関
す
る
研
究
発
表

な
お
、
こ
の
『
三
徳
』
に
つ
い
て
は
、
本
学
会
に
お
い
て
、
筆

者
以
外
に
二
名
の
研
究
者
が
発
表
を
行
っ
た
の
で
、
あ
わ
せ
て
以

下
に
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
、
曹
峰
氏
「
《
三
徳
》
中
的
“
皇
后
”
為
“
黄
帝
”
論
」
で

あ
る
。
曹
峰
氏
は
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
五
分
冊
が

刊
行
さ
れ
る
と
、
『
三
徳
』
に
関
す
る
釈
文
・
論
考
を
、
武
漢
大
学

「
簡
吊
網
」
上
に
相
次
い
で
発
表
し
て
き
た
。
本
発
表
も
、
そ
れ

ら
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
内
容
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
博
楚

簡
『
三
徳
』
と
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
『
黄
帝
四
経
』
と
に
多
々
類
似

点
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
『
三
徳
』
は
典
型
的
な
黄
老
思
想
の
著
作

で
あ
り
、
従
っ
て
、
『
三
徳
』
の
中
で
「
高
陽
（
額
瑣
）
」
と
と
も

に
「
日
」
字
を
付
し
て
発
言
者
と
さ
れ
て
い
る
「
皇
后
」
は
、
実

は
「
黄
帝
」
の
こ
と
で
あ
る
、
と
の
結
論
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
同
部
会
で
曹
峰
氏
の
次
に
発
表
し
た
福
田
一

也
氏
「
上
博
簡
五
《
三
徳
》
篇
中
“
天
”
的
観
念
」
は
、
全
く
異

な
る
結
論
を
提
示
し
た
。
福
田
氏
は
、
古
代
中
国
の
天
の
思
想
に

は
、
「
上
天
」
「
上
帝
」
な
ど
の
人
格
神
的
天
と
、
陰
陽
・
日
月
・

四
時
な
ど
を
具
体
的
な
内
容
と
す
る
理
法
と
し
て
の
天
と
が
見
ら

れ
る
が
、
『
三
徳
』
の
天
が
前
者
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
黄
帝
四

経
』
の
天
は
後
者
で
あ
り
、
基
本
的
な
天
の
性
格
が
異
な
る
と
説

く
。
そ
し
て
福
田
氏
は
、
曹
峰
説
を
批
判
し
て
、
『
三
徳
』
は
黄
老

思
想
の
著
作
で
は
な
く
、
む
し
ろ
礼
を
重
視
す
る
儒
家
的
文
献
で

あ
る
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
同
じ
部
会
で
発
表
さ
れ
た
両
者
の
意
見
は
、
真
っ

向
か
ら
対
立
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
筆
者
は
、
こ
の
部
会
が
行
わ

れ
て
い
た
時
間
帯
に
、
別
の
部
会
の
主
持
人
（
司
会
）
を
務
め
て

い
た
の
で
、
質
疑
応
答
の
状
況
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

た
だ
、
後
刻
、
福
田
一
也
氏
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
同
部

会
の
主
持
人
か
ら
、
ま
ず
、
同
じ
『
三
徳
』
を
扱
い
な
が
ら
、
ニ

人
の
意
見
が
全
く
異
な
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
続
い
て
、
参
加
者

の
中
か
ら
、
『
三
徳
』
を
分
析
す
る
際
、
予
め
「
道
家
思
想
（
黄
老

思
想
）
」
や
「
儒
家
思
想
」
と
い
っ
た
枠
組
み
で
検
討
す
る
の
は
ど

う
か
、
と
の
意
見
が
出
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
は
、
あ
る
文
献
を
検
討
す
る
際
、
「
黄
老
思
想
」
や
「
儒
家

思
想
」
と
い
う
用
語
を
使
う
こ
と
自
体
は
誤
り
で
は
な
い
と
考
え

る
。
作
業
仮
説
と
し
て
、
そ
う
し
た
用
語
を
使
っ
て
分
析
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
よ
う
。
但
し
、
あ
く
ま
で
作
業
仮
説
で
あ
る
べ
き
そ

う
し
た
枠
組
み
が
、
初
め
か
ら
結
論
に
な
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
。

こ
の
点
、
曹
峰
氏
の
主
張
に
は
、
や
や
そ
う
し
た
傾
向
が
見
ら
れ

る。
曹
峰
氏
は
、
『
三
徳
』
と
『
黄
帝
四
経
』
に
多
く
の
類
似
点
が
あ

る
と
主
張
す
る
。
そ
れ
は
、
用
語
・
用
韻
•
句
法
と
い
っ
た
観
点
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か
ら
の
類
似
点
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
自
体
に
誤
り
は
な
い
。
し
か

し
、
福
田
一
也
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
両
者
の
思
想
の
最
も
重
要

な
基
幹
部
分
が
類
似
し
て
い
る
の
か
、
に
つ
い
て
の
分
析
は
見
ら

れ
な
い
。

具
体
的
に
言
え
ば
、
『
黄
帝
四
経
』
に
は
、
陰
陽
•
四
時
・
刑
徳

な
ど
の
語
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
周
期
的
天
道
の
思
想
が
見
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
天
道
の
推
移
に
応
じ
て
、
人
為
、
特
に
軍
事

行
動
の
可
能
性
が
増
減
す
る
と
い
う
思
考
に
、
最
大
の
思
想
的
特

徴
が
見
ら
れ
る
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
三
徳
』
に
は
、
そ
う
し

た
天
道
の
思
想
が
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
『
三
徳
』
が
説
く

の
は
、
前
記
の
通
り
、
天
（
上
天
•
上
帝
・
天
神
・
后
帝
な
ど
）

と
人
と
の
直
接
的
な
相
関
関
係
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
い
か
に
両

者
の
類
似
点
を
列
挙
し
よ
う
と
も
、
そ
れ
は
枝
葉
末
節
の
類
似
性

を
指
摘
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
、
根
幹
部
分
の
思
想
が
異
な

る
点
に
こ
そ
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
今
回
の
発
表
に
お
け
る
曹
峰
氏
の
見
解
、
す
な
わ
ち

『
三
徳
』
の
「
皇
后
」
は
「
黄
帝
」
で
あ
る
と
い
う
の
も
、
『
三
徳
』

と
『
黄
帝
四
経
』
が
同
じ
く
黄
老
思
想
の
文
献
で
あ
り
、
か
つ
『
黄

帝
四
経
』
に
は
高
陽
や
黄
帝
が
登
場
し
て
い
る
か
ら
、
『
三
徳
』
に

も
「
黄
帝
」
が
出
て
く
る
は
ず
だ
、
と
い
う
短
絡
的
な
論
法
に
な

っ
て
い
て
、
議
論
が
倒
錯
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

類
似
性
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
『
三
徳
』
に
つ

い
て
は
、
そ
の
天
の
思
想
が
酷
似
し
て
い
る
『
詩
経
』
や
『
書
経
』

を
こ
そ
取
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
『
黄
帝
四
経
』
に
つ
い

て
は
、
浅
野
裕
一
氏
『
黄
老
道
の
成
立
と
展
開
』
（
創
文
社
、
一
九

九
二
年
）
が
す
で
に
論
証
す
る
通
り
、
『
国
語
』
越
語
下
篇
な
ど
に

注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

研
究
の
基
本
的
方
法
論

両
文
献
の
類
似
点
に
着
目
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
次
々

と
論
考
を
発
表
す
る
曹
峰
氏
の
精
力
的
な
活
動
に
は
敬
意
を
表
す

る
が
、
上
博
楚
簡
と
い
う
個
別
具
体
的
な
資
料
を
一
旦
離
れ
て
、

そ
う
し
た
議
論
が
そ
も
そ
も
成
り
立
つ
の
か
、
と
い
う
自
己
点
検

を
し
て
み
な
い
と
、
方
法
論
と
し
て
の
有
効
性
を
欠
い
た
ま
ま
、

誤
っ
た
結
論
を
導
い
て
し
ま
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
れ
と
同
様
の
危
惧
を
抱
い
た
の
は
、
趙
書
生
氏
「
上
博
楚
簡

《
従
政
》
輿
睡
虎
地
秦
簡
《
為
吏
之
道
》
合
論
」
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
筆
者
が
主
持
人
を
務
め
た
関
係
上
、
強
く
印
象
に
残
っ
た
発

表
で
あ
る
。

趙
氏
の
結
論
は
次
の
二
点
に
集
約
で
き
る
。
第
一
に
、
上
博
楚

簡
『
従
政
』
と
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
「
為
吏
之
道
」
の
思
想
内
容
は

類
似
し
て
お
り
、
と
も
に
官
吏
に
対
し
て
修
身
、
言
行
、
中
庸
、

重
民
な
ど
を
要
求
し
、
ま
た
、
「
礼
」
の
作
用
を
強
調
し
て
い
て
、

い
ず
れ
も
儒
家
に
属
す
る
。
第
二
に
、
そ
の
こ
と
は
、
戦
国
後
期
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の
楚
•
秦
に
お
い
て
法
家
思
想
が
重
視
さ
れ
て
い
た
状
況
と
合
致

し
な
い
が
、
そ
の
合
理
的
な
解
釈
と
し
て
は
、
次
の
二
つ
が
考
え

ら
れ
る
。
①
当
時
、
儒
・
法
・
道
各
思
想
融
合
の
趨
勢
が
出
現
し

て
い
た
。
②
法
家
思
想
は
当
時
の
統
治
者
に
と
っ
て
の
主
導
思
想

で
あ
っ
た
が
、
民
間
で
は
儒
家
が
依
然
と
し
て
大
き
な
影
響
力
を

持
っ
て
い
た
。

こ
の
発
表
は
、
上
博
楚
簡
と
睡
虎
地
秦
簡
と
を
比
較
す
る
意
欲

的
な
研
究
で
あ
っ
た
が
、
や
は
り
、
根
本
的
な
方
法
論
上
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
ま
ず
、
氏
は
、
『
従
政
』
と

「
為
吏
之
道
」
と
は
と
も
に
「
官
吏
」
の
あ
り
方
を
説
い
た
書
で

あ
り
、
同
じ
く
儒
家
の
内
容
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
も
そ
も
、
両

者
の
想
定
す
る
役
人
に
は
相
当
の
懸
隔
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
従
政
』
に
お
い
て
「
従
政
」
者
（
ま
た
は
「
君

子
」
）
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
相
卿
ク
ラ
ス
の
高
官
で
あ
る
。
伝
世

文
献
で
も
、
「
従
政
」
者
と
は
、
例
え
ば
、
鄭
の
「
子
産
」
な
ど
が

そ
の
代
表
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
、
国
政
を
左
右
す
る
よ
う
な

高
官
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
為
吏
之
道
」
の
「
吏
」

と
は
、
文
字
通
り
、
末
端
統
治
の
現
場
で
働
く
小
役
人
を
指
す
。

従
っ
て
、
こ
の
発
表
は
、
部
分
的
な
用
語
の
類
似
に
の
み
目
を
奪

わ
れ
て
、
文
献
の
基
本
的
性
格
を
完
全
に
見
誤
っ
て
い
る
の
で
あ

る。
次
に
、
「
為
吏
之
道
」
と
『
従
政
』
と
を
同
じ
く
儒
家
文
献
と
す

る
こ
と
に
も
、
根
本
的
な
問
題
が
あ
ろ
う
。
「
為
吏
之
道
」
に
雑
多

な
要
素
が
見
ら
れ
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
秦
が
、
占

領
地
に
秦
律
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
末
端
統
治
の
現
場
で
働
く

「
吏
」
に
、
地
方
習
俗
へ
の
柔
軟
な
対
応
を
求
め
た
か
ら
に
他
な

ら
な
い
。
「
為
吏
之
道
」
の
基
本
は
、
や
は
り
法
治
で
あ
り
、
雑
多

な
要
素
は
そ
の
方
便
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
『
従
政
』
の
側
は
、
『
論
語
』
と
の
類
似
性
が

極
め
て
高
く
、
ま
た
、
孔
子
の
弟
子
た
ち
の
「
従
政
」
活
動
を
勘

案
す
れ
ば
、
そ
の
基
本
的
性
格
は
、
儒
家
自
ら
が
求
め
た
「
従
政
」

の
際
の
心
得
、
と
い
っ
た
点
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
趙
氏
の

見
解
は
、
こ
う
し
た
両
者
の
基
本
的
性
格
の
相
違
を
見
落
と
し
た

ま
ま
、
部
分
的
な
用
語
の
類
似
を
拡
大
解
釈
し
て
し
ま
っ
た
末
の

誤
解
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

第
三
に
、
『
従
政
』
と
「
為
吏
之
道
」
の
成
立
時
期
を
、
と
も
に

戦
国
後
期
か
ら
秦
始
皇
三
十
年
（
前
ニ
―
七
）
の
間
と
す
る
見
解

も
、
到
底
成
立
し
な
い
議
論
で
あ
ろ
う
。
氏
も
発
表
論
文
の
中
で

指
摘
す
る
通
り
、
『
従
政
』
は
戦
国
楚
系
文
字
で
記
さ
れ
て
お
り
、

氏
自
身
、
陳
美
蘭
氏
の
説
（
前
三
一
八

S
前
二
七
八
）
を
引
用
す

る
よ
う
に
、
そ
の
筆
写
年
代
は
戦
国
時
代
中
期
、
下
限
は
前
二
七

八
年
と
す
る
の
が
、
現
時
点
で
の
通
説
で
あ
る
。
一
方
、
「
為
吏
之

道
」
は
、
同
じ
く
睡
虎
地
秦
簡
の
中
の
「
編
年
記
」
の
記
載
か
ら
、

筆
写
の
下
限
が
、
秦
帝
国
成
立
四
年
後
の
前
ニ
―
七
年
で
あ
る
こ
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と
が
判
明
し
て
い
る
。
『
従
政
』
と
「
為
吏
之
道
」
の
成
立
時
期
は
、

当
然
、
別
々
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
氏
は
内

容
が
似
て
い
る
か
ら
と
い
う
誤
っ
た
判
断
を
基
に
、
そ
の
成
立
時

期
ま
で
一
括
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
乱
暴
な
総
括
で

あ
ろ
う
。

な
お
、
上
博
楚
簡
『
従
政
』
、
お
よ
び
『
従
政
』
と
睡
虎
地
秦
簡

「
為
吏
之
道
」
と
の
関
係
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
上
博
楚

簡
『
従
政
』
の
竹
簡
連
接
と
分
節
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』

騰
号
（
第
三
十
六
号
）
、
二

0
0
四
年
）
、
「
上
博
楚
簡
『
従
政
』

と
儒
家
の
「
従
政
」
」
（
同
）
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
二
篇

は
、
後
に
『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想
』
（
浅
野
裕
一
編
、
汲
古

書
院
、
二

0
0
五
年
）
に
採
録
し
、
ま
た
、
中
国
語
に
翻
訳
し
て
、

拙
著
『
戦
國
楚
簡
典
秦
簡
之
思
想
史
研
究
』
（
台
湾
・
万
巻
楼
、
ニ

0
0六
年
）
に
も
収
録
し
て
い
る
。

さ
て
、
趙
書
生
氏
の
見
解
に
も
、
右
の
よ
う
に
重
大
な
錯
誤
が

認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
基
本
的
な
方
法
論
の
誤
り
と
い
う

点
で
は
、
前
記
の
曹
峰
氏
の
見
解
に
も
通
ず
る
所
が
あ
る
。
つ
ま

り
、
二
つ
の
文
献
を
比
較
し
て
、
似
て
い
る
所
が
あ
る
か
ら
両
者

は
同
じ
思
想
文
献
で
あ
る
と
い
う
単
純
な
断
定
で
あ
る
。
二
つ
の

文
献
を
比
較
す
る
際
に
は
、
部
分
的
な
用
語
の
類
似
性
だ
け
で
は

な
く
、
最
も
根
本
的
な
思
想
の
枠
組
み
が
類
似
し
て
い
る
か
ど
う

か
、
逆
に
、
相
違
点
は
な
い
の
か
、
そ
も
そ
も
、
多
数
の
資
料
の

中
か
ら
、
そ
の
二
つ
の
文
献
を
抽
出
し
て
比
較
す
る
こ
と
の
必
然

性
は
何
か
、
と
い
っ
た
諸
点
に
も
留
意
し
な
い
と
、
決
し
て
妥
当

な
結
論
は
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
と
は
楚
簡
に
限
ら
ず
、
基
本
的
な
研
究
の
方
法
論
に
関
わ
る

問
題
で
あ
る
。
本
学
会
に
お
い
て
、
新
出
土
文
献
に
関
す
る
多
く

の
研
究
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
あ
っ

た
が
、
一
方
で
、
こ
の
よ
う
に
到
底
成
立
し
が
た
い
研
究
が
散
見

さ
れ
た
こ
と
に
は
、
驚
き
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。

報
告
2

（
福
田
哲
之
）

（
湯
浅
邦
弘
）

発
表
の
意
図
と
概
要

筆
者
は
、
「
上
博
五
《
季
康
子
問
於
孔
子
》
的
編
聯
与
結
構
」
と

題
す
る
論
文
を
提
出
し
た
。
こ
の
論
文
は
、
第
二
十
九
回
戦
国
楚

簡
研
究
会
（
三
月
二
十
六
日

S
二
十
八
日
、
大
阪
大
学
）
に
お
け

る
筆
者
の
論
文
発
表
「
上
博
五
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
の
編
聯
と

構
成
」
を
も
と
に
研
究
会
で
の
討
議
を
踏
ま
え
て
作
成
し
、
筆
者

の
勤
務
す
る
島
根
大
学
教
育
学
部
に
留
学
中
の
河
南
理
工
大
学
の

王
志
軍
先
生
に
翻
訳
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
、
最
新
刊
の
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』
（
以
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下
『
上
博
（
五
）
』
と
略
記
）
に
お
い
て
公
表
さ
れ
た
『
季
康
子
問

於
孔
子
』
の
竹
簡
の
編
聯
復
原
を
テ
ー
マ
と
し
、
そ
の
意
図
は
以

下
の
二
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

（
一
）
三
月
七
日
に
武
漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
「
簡
吊
」
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
発
表
し
た
拙
稿
「
上
博
四
『
内
礼
』
附
簡
•
上

博
五
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
第
十
六
簡
的
帰
属
問
題
」
に
お

い
て
、
『
内
礼
』
附
簡
は
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
に
属
し
、
『
季

康
子
問
於
孔
子
』
簡
1
6
が
『
昔
者
君
老
』
簡
2
に
下
接
す
る

こ
と
を
指
摘
し
た
の
を
踏
ま
え
、
あ
ら
た
な
分
篇
に
も
と
づ

く
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
の
編
聯
復
原
を
試
み
る
こ
と
。

（
二
）
す
で
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
部
分
的
な

編
聯
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
い
ま
だ
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
な
い
残
簡
を
も
含
め
た
全
簡
に
お
よ
ぶ
編
聯
案

を
提
示
し
、
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
の
全
体
構
成
に
つ
い
て
素

描
を
試
み
る
こ
と
。

発
表
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

上
博
五
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
は
、
残
存
簡
か
ら
知
ら
れ
る
断

片
的
な
内
容
を
総
合
す
る
と
、
民
の
統
治
に
か
か
わ
る
季
康
子
と

孔
子
と
の
政
治
問
答
と
推
定
さ
れ
る
。
本
論
文
で
は
、
『
季
康
子
問

於
孔
子
』
の
竹
簡
の
う
ち
、
『
昔
者
君
老
』
簡
2
に
下
接
す
る
簡
1
6

を
除
き
、
新
た
に
帰
属
が
明
ら
か
と
な
っ
た
『
内
礼
』
附
簡
を
加

え
た
現
存
二
十
八
簡
に
も
と
づ
き
、
編
聯
と
構
成
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
現
存
竹
簡
は
以
下
の
四
組
に
区
分
さ
れ
、

『
季
康
子
問
於
孔
子
』
の
全
体
は
基
本
的
に
、
第
一
組
↓
第
二
組

↓
第
三
組
↓
第
四
組
の
順
に
展
開
す
る
構
成
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
。
第
一
組
：

1
＋

2
+
3
+
4

第
二
組
：

6
＋

7

第
三
組
：

8
…
2
1
+
2
2
A
+
1
3
+
1
4
+
1
5
A
+
9
+
1
0
A
+
1
0
B
+
1
9
+

2
0
.
1
1
A
+
1
8
B
.
2
2
B
 

第
四
組
：
1
1
B
+
1
8
A
+
5
…
1
2
…
1
5
B
…
附
簡
：
・
1
7
+
2
3

竹
簡
の
映
失
に
よ
り
把
握
し
難
い
点
が
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ

に
よ
れ
ば
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
の
内
容
は
、
は
じ
め
に
、
季
康

子
が
提
起
し
た
統
治
者
と
し
て
君
子
が
な
す
べ
き
重
要
な
任
務
を

め
ぐ
っ
て
、
孔
子
が
徳
治
の
重
要
性
を
述
べ
、
次
に
、
季
康
子
が

提
起
し
た
慈
屈
今
の
強
権
統
治
に
つ
い
て
、
孔
子
が
そ
の
弊
害
を

挙
げ
て
寛
政
の
必
要
性
を
説
き
、
最
後
に
疏
導
を
願
う
季
康
子
に

対
し
て
、
孔
子
が
邦
を
平
和
に
し
民
に
親
睦
を
も
た
ら
す
方
策
を

挙
げ
て
、
統
治
者
と
し
て
の
君
子
の
あ
り
方
を
示
す
、
と
い
う
流

れ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
論
文
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
号
掲
載
の
拙
稿
「
上
博
楚

簡
『
季
康
子
問
於
孔
の
編
聯
と
構
成
」
を
ご
参
照
い
た
だ
き

た
い
。
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写
真
4

研
究
発
表
：
福
田
哲
之
（
左
）
、
通
訳
：
雀
美
英
（
右
）

発
表
に
対
す
る
質
疑
応
答

今
回
の
研
討
会
で
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
の
専
論
は
筆
者
の
発

表
の
み
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
の
発
表
に
対
し
て
、
武
漢
大
学
の
陳

偉
氏
か
ら
質
問
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

質
問
の
内
容
は
、
箪
者
が
筋
1
に
み
え
る
「
肥
、
従
有
司
之
後
、

罷
不
知
民
務
之
焉
在
」
の
「
罷
」
字
を

「抑」

の
義
に
釈
し
た
の

に
対
し
、
前
日
に
発
表
さ
れ
た
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究

所
の
林
素
清
氏
が
提
出
論
文
「
読
上
博
楚
竹
書
（
五
）
札
記
両
則
」

の
な
か
で
、
「
ま
っ
た
く
」
と
い
う
意
味
を
も
つ
「
一

」
に
釈
す
る

の
が
妥
当
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
筆
者

の
意
見
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
抑
」
は
『
上
博
（
五
）
』
（
整
理
者
は
横
茅
左
氏
）
の
釈
読
で
あ

り
、
こ
れ
に
対
し
て
「
一
」
に
釈
す
る
説
は
、
季
旭
昇
「
上
博
五

瑞
議
（
上
）
」
（
簡
吊
網
二

0
0
六
年
二
月
十
八
日
）
に
お
い
て
最
初

に
提
起
さ
れ
た
。
筆
者
も
釈
読
に
あ
た
っ
て
季
氏
の
見
解
を
参
照

し
て
い
た
が
、
そ
の
時
点
で
は
両
説
の
い
ず
れ
が
妥
当
か
に
つ
い

て
明
確
な
判
断
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
、
取
り
敢
え
ず
原
釈
文
に

し
た
が
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。

林
素
清
氏
の
論
文
は
、
季
旭
昇
氏
の
説
に
加
え
て
、
郭
店
楚
簡

『
性
自
命
出
』
簡
16
、
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
簡
39
、
『
荘
子
』
大
宗

師
、
『
晏
子
春
秋
』
内
篇
諫
上
第
九
な
ど
の
用
例
か
ら
「
一
」
の
妥

当
性
を
説
く
王
貴
元
「
上
博
五
垢
記
二
則
」
（
簡
吊
網
二

0
0
六
年
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何
有
祖
説

横
茅
左
説

当
該
字
隷
釈
「
疋
」

読
為
「
疏
」

当
該
：
子
隷
釈
「
足
」
|
[
読
為
「
益
」

同
「
疋
」
—
|
！
読
為
「
疏
」
…
季
旭
昇
作
「
足
（
疏
）
」

三
月
三
日
）
を
引
用
し
、
「
罷
不
知
」
が
自
ら
の
愚
昧
•
無
知
を
強

調
す
る
謙
譲
の
言
葉
で
あ
り
、
『
論
語
』
顔
淵
篇
の
「
顔
淵
日
く
、

回
、
不
敏
な
り
と
雖
も
、
請
う
斯
の
語
を
事
と
せ
ん
」
や
「
仲
弓

日
く
、
宛
、
不
敏
な
り
と
雖
も
、
請
う
斯
の
語
を
事
と
せ
ん
」
な

ど
と
同
様
の
性
格
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
日
の
会
議
で
林
氏
の
発
表
論

文
に
接
し
、
出
土
資
料
と
伝
世
文
献
資
料
と
の
両
面
か
ら
「
一
」

に
釈
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
諒
解
さ
れ
た
の
で
、
陳
偉
氏
の
質
問

に
対
し
て
は
林
氏
の
見
解
に
異
論
は
な
く
、
「
抑
」
を
「
一
」
に
修

正
す
る
旨
を
回
答
し
た
。

な
お
、
会
議
終
了
後
、
武
漢
大
学
の
何
有
祖
氏
か
ら
、
個
人
的

に
次
の
よ
う
な
要
望
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
筆
者
が
論
文
中
に
引

用
し
た
牛
新
房
「
読
上
博
（
五
）
〈
季
康
子
問
干
孔
子
〉
瑣
議
」
（
簡

吊
網
二

0
0
六
年
三
月
八
日
）
の
中
に
あ
る

F

疋
“
字
、
何
有
祖

先
生
指
出
”
是
処
当
直
接
隷
作
，
疋
、
而
読
作
，
疏
、
“
、
是
指
季

康
子
要
求
孔
子
疏
導
自
己
」
の
部
分
に
つ
い
て
、
簡
11
下
の
「
疋
」

字
を
「
疏
」
に
釈
読
す
る
見
解
は
す
で
に
季
旭
昇
「
上
博
五
晩
議

（
上
）
」
が
提
起
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
部
分
を
除
外
し
て
ほ
し
い

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

牛
新
房
氏
の
引
用
は
、
注
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
何
有
祖
「
上

博
五
零
釈
（
二
）
」
（
簡
吊
網
二

0
0
六
年
二
月
二
十
四
日
）
に
よ
っ

て
い
る
。
何
有
祖
氏
は
そ
の
な
か
で
、
ま
ず
整
理
者
の
横
茅
左
氏

が
当
該
字
を
「
足
」
に
隷
定
し
、
そ
の
ま
ま
「
益
」
の
意
に
と
る

説
と
「
足
」
は
「
疋
」
と
同
じ
で
「
疏
」
に
通
ず
る
と
す
る
説
と

の
二
説
を
提
起
し
、
季
旭
昇
「
上
博
五
椴
議
（
上
）
」
が
後
説
に
賛

意
を
表
明
し
て
「
足
（
疏
）
」
と
釈
読
し
た
経
緯
を
述
べ
た
後
、
「
疏
」

の
釈
義
に
は
し
た
が
う
べ
き
で
あ
る
が
、
字
釈
の
面
に
お
い
て
補

足
す
る
点
が
あ
る
と
し
、
『
弟
子
問
』
簡
13
の
「
足
」
字
は
当
該
字

と
大
き
く
相
違
し
て
お
り
、
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
簡

19
の
「
疋

（
疏
）
」
と
同
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
疋
」
に
隷
定
し
た
上
で
「
疏
」

の
義
に
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
以
上
を
図
示

す
れ
ば
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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「
足
」
と
「
疋
」
と
の
字
形
は
、
上
部
に
明
瞭
な
相
違
が
あ
り
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
郭
店
楚
簡
や
包
山
楚
簡
な
ど
の
多
く
の
用
例

に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
何
氏
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
当
該
字
は

明
ら
か
に
「
疋
」
で
あ
り
、
「
足
」
と
隷
釈
し
て
は
誤
り
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
筆
者
に
は
牛
新
房
氏
の
引
用
に
と
く
に
問
題
は
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
何
氏
は
お
そ
ら
く
字

義
の
点
で
す
で
に
季
旭
昇
氏
が
「
疏
」
の
釈
読
を
支
持
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
優
先
権
を
尊
重
す
る
た
め
に
敢
え
て
そ
の
よ
う
な
要

望
を
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
、
牛
新
房
氏
の
論
文
を
引

用
し
た
筆
者
の
目
的
は
主
と
し
て
簡

1
1
B
と
簡
1
8
A
と
の
接
続
に

か
か
わ
る
前
半
部
に
あ
る
た
め
、
何
氏
の
引
用
に
言
及
し
た
後
半

部
に
つ
い
て
は
除
外
し
て
も
差
し
支
え
な
い
旨
を
回
答
し
た
。

以
上
が
、
質
問
お
よ
び
要
望
と
そ
れ
に
対
す
る
回
答
の
内
容
で

あ
る
。

上
博
楚
簡
の
釈
読
・
編
聯
研
究
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

今
回
の
研
討
会
へ
の
参
加
を
と
お
し
て
筆
者
が
最
も
強
く
印
象

づ
け
ら
れ
た
の
は
、
も
は
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
公
開
さ
れ
る
論

文
（
以
下
便
宜
上
、
ネ
ッ
ト
論
文
と
記
す
）
を
抜
き
に
出
土
資
料

研
究
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
時
代
の
趨
勢
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
感
想
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
オ
ク
テ
で
あ
る
筆

者
個
人
の
事
情
が
大
き
く
反
映
し
て
お
り
、
出
土
資
料
に
携
わ
る

と
く
に
若
手
の
研
究
者
が
聞
け
ば
、
何
を
今
さ
ら
と
微
笑
ま
れ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
会
議
論
文
集
（
上
博
簡
巻
）
』
に
収
録
さ
れ
た
四
十
九
篇
の
論

文
の
う
ち
、
最
新
刊
の
『
上
博
（
五
）
』
所
収
文
献
に
関
す
る
も
の

が
二
十
六
篇
と
約
半
数
を
占
め
、
そ
の
う
ち
の
二
十
篇
が
文
字
の

釈
読
や
竹
簡
の
編
聯
を
主
題
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
上
博
楚
簡

に
限
ら
ず
、
出
土
簡
贖
研
究
に
お
い
て
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、

資
料
理
解
の
前
提
と
な
る
釈
読
・
編
聯
で
あ
り
、
公
表
直
後
の
『
上

博
（
五
）
』
に
関
し
て
、
そ
の
問
題
に
議
論
が
集
中
す
る
の
は
当
然

の
現
象
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
大
部
分
が
断
簡
か
ら
な
る
上
博

楚
簡
に
つ
い
て
は
、
釈
読
・
編
聯
研
究
が
と
く
に
重
要
な
位
置
を

占
め
る
と
い
う
、
固
有
の
事
情
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
論
文
集
に
掲
載
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
論
文
は
す
べ
て
、
ネ
ッ
ト

論
文
に
よ
り
短
期
間
の
う
ち
に
蓄
積
さ
れ
た
数
多
く
の
先
行
研
究

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

釈
読
・
編
聯
に
か
か
わ
る
ネ
ッ
ト
論
文
は
、
い
わ
ゆ
る
札
記
の

形
式
を
も
っ
た
比
較
的
短
い
も
の
が
多
い
。
日
本
に
お
い
て
は
こ

の
よ
う
な
札
記
類
は
、
長
大
な
論
文
に
対
し
て
論
文
と
称
す
る
の

も
お
こ
が
ま
し
い
、
一
等
価
値
の
低
い
も
の
と
見
な
さ
れ
が
ち
で

あ
る
。
し
か
し
、
出
土
資
料
の
釈
読
・
編
聯
に
関
し
て
は
、
ど
ん
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な
に
短
文
で
あ
っ
て
も
有
意
義
な
見
解
で
あ
れ
ば
、
迅
速
な
共
有

が
研
究
全
体
の
進
展
に
不
可
欠
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
そ

れ
を
可
能
に
す
る
恰
好
の
発
表
媒
体
な
の
で
あ
る
。
逆
に
、
い
か

に
長
大
な
論
文
で
あ
っ
て
も
、
誤
っ
た
釈
読
や
編
聯
に
基
づ
く
研

究
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
単
な
る
砂
上
の
楼
閣
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
、

と
く
に
出
土
資
料
研
究
に
お
い
て
は
十
分
に
銘
記
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

ネ
ッ
ト
上
に
は
ほ
ぼ
毎
日
何
本
か
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
あ
ら
た
に
資
料
が
公
表
さ
れ
る
と
当
然
の
こ
と
な
が
ら
論
文

の
集
中
化
現
象
が
起
こ
る
。
参
考
ま
で
に
『
上
博
（
五
）
』
公
表
に

と
も
な
う
ネ
ッ
ト
論
文
の
発
表
状
況
を
、
武
漢
大
学
研
究
中
心
「
簡

吊
」
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

『
上
博
（
五
）
』
に
関
す
る
論
文
は
、
二

0
0
六
年
二
月
十
八
日

か
ら
掲
載
さ
れ
は
じ
め
た
。
当
日
の
ネ
ッ
ト
掲
載
論
文
は
、
以
下

の
六
本
で
あ
る
（
掲
載
順
）
。

U

一
月
十
八
日
掲
載
]

陳
偉
「
上
博
五
《
鬼
神
之
明
》
篇
初
読
」

魯
家
亮
「
読
上
博
楚
竹
書
（
五
）
札
記
二
則
」

季
旭
昇
「
上
博
五
碗
議
（
上
）
」

季
旭
昇
「
上
博
五
晩
議
（
下
）
」

何
有
祖
「
上
博
五
楚
竹
書
《
競
建
内
之
》
札
記
五
則
」

蘇
建
洲
「
初
読
《
上
博
五
》
浅
説
」

ち
な
み
に
、
筆
者
が
国
内
の
中
国
書
専
門
店
か
ら
『
上
博
（
五
）
』

を
入
手
し
た
の
は
二
月
二
十
七
日
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
四
十
三

50 2
月

42 

18 

3
月
一

4
月

13 5
月

5
 

6
月

3
 

7
月

2
 

8
月

十
八
日
に
続
い
て
十
九
日
に
も
以
下
の
六
本
が
掲
載
さ
れ
、
ニ

月
中
は
だ
い
た
い
毎
日
平
均
四

S
五
本
と
い
う
ペ
ー
ス
が
続
い
て

い
る
。
な
お
『
上
博
（
五
）
』
に
関
す
る
論
文
が
出
は
じ
め
た
二
月

十
八
日
以
前
は
、
十
七
日
ゼ
ロ
、
十
六
日
二
本
、
十
五
日
一
本
と

い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

U

一
月
十
九
日
掲
載
]

何
有
祖
「
上
博
五
《
飽
叔
牙
典
隠
朋
之
諌
》
試
読
」

陳
偉
「
上
博
五
《
三
徳
》
初
読
」

何
有
祖
「
《
季
庚
子
問
干
孔
子
》
与
《
姑
成
家
父
》
試
読
」

李
天
虹
「
上
博
五
《
射
》
・
《
飽
》
篇
校
読
四
則
」

陳
剣
「
談
談
《
上
博
（
五
）
》
的
竹
簡
分
篇
・
排
合
与
編
聯
問

題」何
有
祖
「
上
博
五
《
君
子
為
礼
》
試
読
」

こ
こ
で
、
二
月
か
ら
八
月
ま
で
の
月
別
の
『
上
博
（
五
）
』
関
係

論
文
の
掲
載
数
の
推
移
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
論

文
題
目
に
よ
る
統
計
）
。
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本
の
『
上
博
（
五
）
』
関
係
論
文
が

れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
論
文
の
大
部
分
は
多
か
れ
少
な
か
れ
『
上
博

（
五
）
』
に
対
す
る
修
正
と
い
う
性
格
を
も
ち
、
資
料
に
よ
っ
て
は

竹
簡
の
分
篇
や
編
聯
自
体
に
大
幅
な
修
正
を
せ
ま
る
例
も
み
ら
れ

る
。
し
か
し
、
上
博
楚
簡
の
よ
う
に
大
部
分
が
残
簡
か
ら
な
る
資

料
の
場
合
、
そ
れ
は
む
し
ろ
当
然
の
現
象
で
あ
り
、
厖
大
な
数
に

上
る
資
料
を
整
理
し
、
ほ
ぼ
一
年
に
一
冊
と
い
う
驚
嘆
す
べ
き
ペ

ー
ス
で
報
告
書
を
刊
行
し
続
け
て
い
る
故
馬
承
源
先
生
を
は
じ
め

と
す
る
上
海
博
物
館
関
係
者
の
努
力
と
見
識
に
対
し
て
、
深
甚
な

る
敬
意
を
表
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
鮮
明
な
図
版
と
と
も
に
提

供
さ
れ
た
原
釈
文
に
も
と
づ
き
、
世
界
中
の
研
究
者
が
英
知
を
結

集
し
、
よ
り
妥
当
性
の
高
い
復
原
を
め
ざ
し
て
努
力
を
重
ね
て
い

る
と
い
う
状
況
が
、
ま
さ
に
上
博
楚
簡
研
究
の
現
在
で
あ
り
、
そ

れ
を
支
え
る
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
の
で
あ
る
。

研
討
会
に
話
を
戻
そ
う
。
『
会
議
論
文
集
（
上
博
簡
巻
）
』
の
論

文
に
引
用
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
論
文
の
う
ち
釈
読
に
お
い
て
重
要
な
位

置
を
占
め
た
の
は
、
二
月
十
八
日
掲
載
の
季
旭
昇
「
上
博
五
椰
議

（
上
）
」
「
同
（
下
）
」
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
『
上
博
（
五
）
』
所
収
の

八
篇
の
う
ち
最
後
の
「
鬼
神
之
明
・
融
司
有
成
氏
」
を
除
く
七
篇

に
つ
い
て
釈
読
を
中
心
に
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
ほ
ぼ
全

篇
を
網
羅
す
る
と
い
う
点
で
、
そ
の
後
の
釈
読
研
究
に
お
け
る
一

「
簡
吊
」
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ

つ
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
。
上
述
し
た
ご
と
く
、
筆
者
へ
の
質

問
に
出
た
林
素
清
氏
の
見
解
は
、
原
釈
「
抑
」
に
対
す
る
季
旭
昇

氏
の
別
釈
「
一
」
の
妥
当
性
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
何
有
祖

氏
の
見
解
も
「
疏
」
を
妥
当
と
す
る
季
旭
昇
氏
の
釈
義
を
批
判
的

に
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
討
会
の
提
出
論
文
や
質
疑
応
答
が
、

ネ
ッ
ト
論
文
の
蓄
積
の
上
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
は
、

筆
者
の
発
表
に
対
す
る
こ
う
し
た
や
り
と
り
に
も
端
的
に
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。

一
方
、
編
聯
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
た
の
は
、
二
月
十

九
日
掲
載
の
陳
剣
「
談
談
《
上
博
（
五
）
》
的
竹
簡
分
篇
・
併
合
与

編
聯
問
題
」
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
『
上
博
（
五
）
』
所
収
の
八
篇

の
う
ち
「
姑
成
家
父
」
「
鬼
神
之
明
・
融
司
有
成
氏
」
を
除
く
六
篇

に
つ
い
て
、
竹
簡
の
分
篇
や
残
簡
の
耕
合
・
編
聯
を
中
心
に
検
討

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
釈
読
に
つ
い
て
も

重
要
な
指
摘
が
数
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
陳
氏
が
提
起
し
た
編
聯

に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
内
容
の
把
握
が
可
能
と
な
っ
た
例
も
少
な

く
な
い
。
筆
者
の
提
出
論
文
も
陳
氏
の
見
解
に
負
う
と
こ
ろ
が
多

く
、
他
の
論
文
の
な
か
に
も
陳
氏
の
見
解
に
し
た
が
う
も
の
が
多

見
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
筆
者
が
少
し
く
疑
問
に
感
じ
た
の

は
、
武
漢
大
学
の
徐
少
華
氏
が
発
表
し
た
「
論
《
上
博
五
•
君
子

為
礼
》
的
編
聯
与
文
本
結
構
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
文
は
『
君
子
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為
礼
』
の
編
聯
に
つ
い
て
、
と
く
に
孔
子
と
子
産
・
萬
•
舜
と
の

優
劣
に
関
す
る
子
羽
と
子
貢
と
の
問
答
部
分
が
、
簡
11
…
…
簡
1
5

＋
簡
1
3
十
簡
1
6
十
簡
1
4
…
…
簡

12
の
順
に
併
合
・
編
聯
さ
れ
る
こ

と
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
は
す
で

に
上
述
し
た
二
月
十
九
日
掲
載
の
陳
剣
氏
の
論
文
に
提
示
さ
れ
て

い
た
。
し
か
も
、
徐
氏
は
こ
こ
に
登
場
す
る
子
羽
を
『
上
博
（
五
）
』

（
整
理
者
は
張
光
裕
氏
）
に
し
た
が
い
孔
門
弟
子
の
子
羽
（
溜
台
滅

明
）
と
解
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
陳
剣
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
鄭

の
行
人
子
羽
（
公
孫
揮
）
に
比
定
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
子
羽
が
子
産
を
「
吾
が
子
産
」
と
よ
ぶ
意
味
も
明
ら

か
と
な
る
（
こ
の
点
を
含
め
て
陳
氏
の
見
解
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

本
号
掲
載
の
拙
稿
「
出
土
古
文
献
復
原
に
お
け
る
字
体
分
析
の
意

義
」
第
三
章
参
照
）
。
ま
た
釈
読
に
つ
い
て
も
、
簡
1
6
と
簡
1
4
と
を

併
合
し
て
、

子
治
詩
書
【
1
6
】
…
…
口
、
非
以
己
名
、
然
則
賢
於
萬
也
。

典
舜
【
1
4
】

と
釈
す
る
が
、
簡
1
4
の
冒
頭
部
分
「
非
以
己
名
」
は
前
後
の
文
意

が
通
ら
ず
、
そ
の
直
前
の
簡
1
5
十
簡
1
3
「
萬
治
天
下
之
川
、
口
以

為
己
名
」
と
の
対
応
か
ら
、
陳
氏
の
ご
と
く
原
釈
の
「
非
」
字
を

「
亦
」
字
に
改
釈
し
て
、

子
治
詩
書
、
【
1
6
】
亦
以
己
名
、
然
則
賢
於
萬
也
。
典
舜
【
1
4
】

と
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
当
該
字
が
「
非
」
で
は
な
く
「
亦
」

字
で
あ
る
こ
と
は
、
字
形
面
か
ら
も
疑
問
の
余
地
は
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
徐
少
華
氏
が
陳
剣
氏
の
論
文
を
見
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
不
可
解
な
こ
と
に
徐
氏
の

論
文
中
に
は
陳
剣
氏
の
論
文
と
同
じ
二
月
十
九
日
に
掲
載
さ
れ
た

何
有
祖
氏
の
「
上
博
五
《
君
子
為
礼
》
試
読
」
の
引
用
が
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

先
に
示
し
た
二
月
・
三
月
の
ネ
ッ
ト
論
文
の
集
中
化
が
物
語
る

よ
う
に
、
地
域
を
異
に
し
た
多
数
の
研
究
者
が
、
同
一
資
料
を
同

時
期
に
研
究
す
る
と
い
う
事
態
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
た
め
、
複
数

の
研
究
者
が
同
時
期
に
同
じ
検
討
結
果
を
得
る
と
い
う
場
合
も
考

慮
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
不
注
意
に
よ
っ
て
先
行
研
究
の
存
在
に
気

付
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
『
君
子
為
礼
』
の
編
聯
を
中
心
テ
ー
マ
と

す
る
論
文
に
お
い
て
、
追
記
の
形
に
せ
よ
陳
剣
氏
の
論
文
に
対
す

る
言
及
が
ま
っ
た
く
み
え
な
い
こ
と
は
、
や
は
り
不
備
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
原

釈
文
に
対
す
る
修
正
見
解
は
、
す
で
に
厖
大
な
数
に
の
ぽ
り
、
将

来
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
新
た
な
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』

が
構
想
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
た
見
通
し
に
立
て
ば
、
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
の
「
簡
吊
」
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
意
義
が
あ

ら
た
め
て
認
識
さ
れ
、
今
後
さ
ら
に
武
漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
が
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武
漢
大
学
に
お
け
る
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

今
回
の
「
新
出
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
」
は
、
武
漢
大
学
で
開

催
さ
れ
た
、
初
め
て
の
楚
簡
研
究
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
な

い
。
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
刊
行
の

翌
年
、
一
九
九
九
年
に
郭
店
楚
簡
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
同
じ

く
武
漢
大
学
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
発
表
は
『
郭
店
楚

報
告
3

上
博
楚
簡
研
究
の
基
幹
の
ひ
と
つ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
大
量
の
ネ
ッ
ト
論
文
の
中
か
ら
、

取
り
上
げ
る
に
足
る
見
解
を
取
捨
選
択
し
、
異
説
を
並
記
し
な
が

ら
最
も
妥
当
性
の
高
い
復
原
を
提
示
す
る
と
い
う
作
業
は
、
言
う

は
易
く
行
う
に
難
い
大
事
業
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
研
究
の
集
約

作
業
が
上
博
楚
簡
研
究
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
時
期
が
、

い
ず
れ
遠
く
な
い
将
来
に
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
。
武
漢
大
学
塔
琲
山

荘
を
会
場
と
し
て
、
一
堂
に
会
し
た
世
界
の
新
出
楚
簡
研
究
者
の

な
か
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
し
ば
し
上
博
楚
簡
研
究
の
将
来
に
思

い
を
馳
せ
、
意
義
あ
る
研
究
の
蓄
積
に
向
け
て
微
力
を
尽
く
す
覚

悟
を
新
た
に
し
た
。（

竹
田
健
二
）

（
福
田
哲
之
）

簡
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
（

版
社
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
戦
国
楚
簡
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
の
一
九
九

九
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
一
人
も
参
加
し
て
い
な
い
。
筆
者
の

見
る
所
で
は
、
日
本
人
研
究
者
で
両
方
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

し
た
の
は
、
谷
中
信
一
氏
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
大
会
開
幕
式
」

に
お
い
て
ス
ピ
ー
チ
し
た
「
発
言
人
」
の
多
く
は
、
一
九
九
九
年

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
言
及
し
て
い
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

参
加
し
た
中
国
・
台
湾
•
香
港
・
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
研
究
者
に
は
、

一
九
九
九
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
参
加
し
た
人
が
多
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

武
漢
大
学
は
、
一
九
九
九
年
・
ニ

0
0
六
年
と
、
続
け
て
楚
簡

研
究
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
こ
と
に
よ
り
、
楚
簡
研

究
の
国
際
的
拠
点
の
―
つ
で
あ
る
こ
と
を
、
世
界
に
向
け
て
強
く

ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
の
力
を
示
し
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
を
会

《
采
風
曲
目
》
の
竹
簡
の
形
制

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
筆
者
は
、
日
本
で
既
に
発
表
済
み

の
論
文
「
『
采
風
曲
目
』
の
竹
簡
の
形
制
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
学

の
十
字
路
加
地
伸
行
博
士
古
稀
記
念
論
集
』
〔
研
文
出
版
、
二

O

0
六
年
四
月
〕
所
収
）
の
全
文
を
中
国
語
に
翻
訳
し
、

0
 0
0
年
五
月
、
湖
北
人
民
出
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議
論
文
と
し
た
（
注
）
。
発
表
時
間
の
制
約
の
た
め
、
発
表
で
は
専
ら

簡
3
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
竹
簡
の
形
制
、
特
に
契
口
の
位
置
か

ら
見
て
、
『
采
風
曲
目
』
の
簡
3
と
簡
1
.
Z
b
.
4
.
6
と
は
同
一

冊
書
に
属
す
る
竹
簡
で
は
な
く
、
別
の
冊
書
に
属
す
る
竹
簡
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
中
心
に
述
べ
た
。

質
疑
応
答
の
際
、
武
漢
大
学
・
荊
州
博
物
館
の
影
浩
氏
と
南
台

科
技
大
の
季
旭
昇
氏
と
か
ら
、
簡
5
に
関
す
る
見
解
を
質
さ
れ
た
。

筆
者
は
、
契
口
の
位
置
か
ら
見
て
、
簡
5
と
簡

3
と
は
明
ら
か
に

異
な
る
冊
書
に
属
す
る
が
、
簡
5
が
簡
1
.
Z
b
.
4
.
6
と
同
一

冊
書
に
属
す
る
竹
簡
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ

ろ
断
定
す
る
だ
け
の
材
料
が
無
い
、
と
回
答
し
た
。

発
表
の
際
に
言
及
し
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
若
干
補
足
す
る
な

ら
ば
、
『
采
風
曲
目
』
の
整
理
者
で
あ
る
故
・
馬
承
源
氏
は
、
簡
5

の
竹
簡
の
背
面
に
文
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
他
篇
に
属
す

る
も
の
で
あ
る
と
、
釈
文
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
但
し
、
そ
の
竹

簡
背
面
に
記
さ
れ
て
い
る
文
字
そ
の
も
の
は
、
残
念
な
が
ら
未
だ

公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
簡
5
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
う
し
た
竹

簡
背
面
の
文
字
に
関
し
て
も
検
討
を
行
っ
た
上
で
判
断
す
る
必
要

が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

郭
店
竹
簡
の
背
面
に
記
さ
れ
た
数
字

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
、
郭
店
楚
簡
や
上
博
楚
簡
の
竹
簡
の

形
制
の
問
題
を
特
に
取
り
上
げ
た
発
表
は
、
筆
者
の
発
表
以
外
に

は
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
戦
国
期
の
竹
簡
資
料
の
実
態
を
考
え
る

上
で
、
極
め
て
興
味
深
い
発
表
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
荊
門
市
博

物
館
の
劉
祖
信
・
飽
雲
豊
両
氏
に
よ
る
「
郭
店
楚
簡
背
面
記
数
文

字
考
」
で
あ
る
。
本
発
表
は
、
郭
店
竹
簡
の
中
に
、
竹
簡
の
背
面

に
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
、
と
の
報
告
で
あ
る
。

発
表
に
よ
れ
ば
、
そ
の
竹
簡
は
『
尊
徳
義
』
の
簡
1
1
.
1
2
.
1
5
.

2
8
、
及
び
『
成
之
聞
之
』
の
簡
1
3
の
合
計
五
枚
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
「
百
八
」
・
「
百
四
」
・
「
百
一
」
・
「
百
」
（
或
い
は
「
首
」
）
・
「
七

十
二
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
背
面
に
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
竹
簡

の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
の
刊
行
後
の
こ

と
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
竹
簡
背
面
の
数
字
は
、
『
尊
徳
義
』
・
『
成
之
聞
之
』
の

内
容
を
記
し
て
い
る
竹
簡
正
面
の
文
字
列
と
は
、
文
字
の
向
き
が

上
下
逆
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
竹
簡
の
正
面
と
背
面
と
の
文
字
は
、

竹
簡
を
縦
、
つ
ま
り
天
地
を
逆
に
し
て
裏
返
し
た
と
こ
ろ
に
記
し

た
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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写
真
5

竹
簡
背
面
の
上
端
か
ら
、
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
ま
で
の

距
離
は
、
『
成
之
聞
之
』
簡
1
3
が
一
七
•
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
他

の
『
尊
徳
義
』
の
四
本
は
す
べ
て
一
四
•
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
で

あ
っ
た
。
五
枚
の
竹
簡
は
、
い
ず
れ
も
簡
長
が
三
ニ
・
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
簡
端
は
梯
形
で
、
編
棧
は
両
道
、
竹
簡
の
形
制
は
同

一
で
あ
る
。
劉
祖
信
・
飽
雲
豊
両
氏
は
、
こ
の
数
字
の
書
写
者
は

同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
る
。

な
お
、
本
発
表
の
会
議
論
文
に
竹
簡
の
背
面
の
数
字
の
図
版
は

付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
会
場
で
は
、
二
点

の
コ
ピ

ー
（
白
黒
）
が
回
覧
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
点
は
、
お

そ
ら
く
は
原
寸
大
の
、
五
本
の
竹
簡
の
背
面
全
体
を
写
し
た
写
真

の
コ
ピ

ー
で
あ
り
、
も
う
一
点
は
、
数
字
の
記
さ
れ
て
い
た
部
分

だ
け
を
拡
大
し
た
写
真
の
コ
ピ
ー
で
あ
っ
た
。

問
題
は
、
こ
れ
ら
竹
簡
の
背
面
に
記
さ
れ
て
い
た
数
字
が
果
た

し
て
何
を
意
味
す
る
も
の
な
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
劉
祖
信
・

飽
雲
豊
両
氏
は
、
竹
簡
の
数
な
の
か
、
文
字
の
数
な
の
か
、
現
時

点
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
竹
簡
の
排
列
順
序
を

示
す
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

劉
祖
信
・
飽
雲
豊
両
氏
が
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

こ
の
竹
簡
背
面
の
数
字
が
仮
に
竹
簡
の
排
列
順
序
を
示
す
も
の
、

所
謂
ノ
ン
ブ
ル
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
竹
簡

の
排
列
を
修
正
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
も
ち
ろ
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ん
、
そ
う
で
は
な
い
可
能
性
も
な
お
十
分
考
え
ら
れ
る
。
文
字
の

記
さ
れ
た
七
二

0
本
余
り
の
郭
店
楚
簡
の
中
で
、
な
ぜ
こ
の
五
本

の
竹
簡
の
背
面
だ
け
に
記
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
も
注
目

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
こ
の
竹
簡
の
背
面
に
記
さ
れ
た
数
字

の
意
味
に
関
し
て
、
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
る
も
の
と
予
測
さ
れ

る。竹
簡
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
の
重
要
性

劉
祖
信
・
飽
雲
豊
両
氏
に
よ
れ
ば
、
出
土
後
の
整
理
・
釈
読
作

業
は
、
竹
簡
の
保
護
を
目
的
と
す
る
国
家
的
規
定
と
当
時
の
状
況

の
た
め
、
基
本
的
に
は
竹
簡
そ
の
も
の
を
直
接
見
な
が
ら
行
う
こ

と
が
で
き
ず
、
洗
浄
・
保
存
処
理
の
後
で
作
成
さ
れ
た
模
本
や
写

真
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。
模
本
や
写
真
に
は
っ
き
り
し
な
い
箇

所
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
の
み
、
竹
簡
そ
の
も
の
を
直
接
確
認

し
た
よ
う
だ
。
竹
簡
背
面
の
数
字
の
発
見
・
確
認
が
、
『
郭
店
楚
墓

竹
簡
』
の
刊
行
後
時
間
が
経
過
し
て
か
ら
に
な
っ
た
の
は
、
そ
う

し
た
出
土
直
後
の
整
理
・
釈
読
作
業
の
進
め
方
が
大
き
く
影
瞥
し

た
の
で
あ
る
。

率
直
に
言
っ
て
、
出
土
後
十
年
以
上
も
経
過
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
郭
店
楚
簡
の
竹
簡
背
面
の
文
字
が
こ
れ
ま
で
見
落
と
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
、
筆
者
は
大
い
に
驚
い
た
。
出
土
し
た

竹
簡
資
料
の
内
容
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
先
行
す
る
あ
ま
り
、

竹
簡
の
全
体
的
な
情
況
の
把
握
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
た
と
す

る
な
ら
ば
、
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
竹
簡
の
背
面
や
、
或
い
は
筆
者

が
注
目
し
て
い
る
契
口
の
情
況
な
ど
、
竹
簡
そ
の
も
の
に
関
す
る

詳
細
な
情
報
は
、
竹
簡
の
排
列
の
復
元
や
、
或
い
は
竹
簡
の
綴
合

の
問
題
な
ど
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
手
が
か
り
と
な
る
可
能
性
が

あ
り
、
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

上
博
楚
簡
の
場
合
は
、
竹
簡
の
情
況
が
カ
ラ
ー
の
拡
大
写
真
に

よ
っ
て
公
開
さ
れ
て
お
り
、
郭
店
楚
簡
と
較
べ
て
、
竹
簡
の
情
況

に
つ
い
て
或
る
程
度
詳
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
竹
簡
背

面
に
つ
い
て
も
、
特
に
篇
題
が
記
さ
れ
て
い
る
竹
簡
の
背
面
に
つ

い
て
は
、
写
真
も
含
め
た
情
報
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
竹
簡
背
面
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
が
す
べ
て
公
開
さ
れ
て

い
る
訳
で
は
な
い
。
先
述
し
た
通
り
、
『
采
風
曲
目
』
簡
5
の
背
面

の
文
字
は
、
未
公
開
の
ま
ま
で
あ
る
。

今
後
、
出
土
し
た
竹
簡
の
情
況
に
関
し
て
は
、
竹
簡
の
正
面
・

背
面
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
詳
細
な
情
報
が

把
握
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
広
く
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

注
…
本
論
文
中
、
「
六
『
采
風
曲
目
』
の
編
綬
の
問
題
」
八
十
一
頁

1
0
行
目
に
は
、
筆
者
の
校
正
ミ
ス
に
よ
る
誤
植
が
あ
る
。
こ
こ

に
謹
ん
で
修
正
す
る
。
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報
告
4

正 誤

従
っ
て
、
簡
3
は
三
道
で
あ
っ
た
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
無

い
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
三
道
で
あ
っ
た
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
無
い
で
あ

ろ
う
。（

浅
野
裕
一
）

（
竹
田
健
二
）

発
表
の
概
要
と
質
疑
応
答

筆
者
は
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
五
分
冊
が
収
録
す

る
『
鬼
神
之
明
』
を
取
り
上
げ
て
発
表
し
た
。
参
加
の
招
請
を
受

け
て
最
初
に
登
録
し
た
タ
イ
ト
ル
は
「
上
博
楚
簡
《
鬼
神
之
明
》

奥
《
墨
子
》
説
話
類
」
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
論
文
を
執
筆
し
た

段
階
で
、
「
上
博
楚
簡
《
鬼
神
之
明
》
輿
《
墨
子
》
明
鬼
論
」
に
変

更
し
た
。
『
鬼
神
之
明
』
は
、
鬼
神
に
は
明
察
な
場
合
と
不
明
な
場
合
が

あ
る
と
す
る
内
容
で
、
そ
の
文
体
や
内
容
か
ら
、
墨
家
に
関
す
る

文
献
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
郭
店
楚
簡
や
上
博
楚
簡
の
文
献
を
、
『
漢

書
』
芸
文
志
の
ス
タ
イ
ル
で
学
派
別
に
分
類
す
る
と
、
圧
倒
的
に

多
い
の
は
儒
家
系
の
著
作
で
、
次
い
で
『
老
子
』
『
太
一
生
水
』
『
恒

先
』
な
ど
の
道
家
系
の
著
作
が
続
き
、
そ
の
他
『
曹
沫
之
陳
』
の

よ
う
な
兵
家
の
著
作
が
若
干
含
ま
れ
る
と
い
っ
た
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
も
と
よ
り
『
昭
王
毀
室
』
『
昭
王
典
襲
之
宣
』
『
束
大
王
泊

旱
』
な
ど
、
楚
で
著
作
さ
れ
た
歴
史
物
語
や
、
晋
で
作
ら
れ
た
三

郁
を
め
ぐ
る
歴
史
物
語
で
あ
る
『
姑
成
家
父
』
の
よ
う
に
、
特
定

の
学
派
に
は
分
類
し
が
た
い
文
献
も
多
い
。

郭
店
楚
簡
も
上
博
楚
簡
も
戦
国
中
期
（
前
三
四
二

S
前
二
八
二

年
）
の
後
半
、
前
三

0
0
年
頃
に
造
営
さ
れ
た
楚
墓
に
副
葬
さ
れ

て
い
た
写
本
で
あ
る
。
写
本
が
作
ら
れ
た
時
期
は
墓
の
造
営
時
期

を
遡
る
し
、
原
著
の
成
立
は
写
本
が
作
ら
れ
た
時
期
よ
り
も
さ
ら

に
遡
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
斉
の
威
王
（
在
位
：
前
三
五
八

S
前
三
二

0
年
）
や
宣
王
（
在
位
：
前
三
一
九

S
前
三

0
一
年
）

の
治
世
に
、
斉
の
都
・
臨
瑞
で
活
動
し
た
稜
下
の
学
士
た
ち
の
時

代
よ
り
も
前
の
時
代
、
す
な
わ
ち
春
秋
後
期
（
前
五
二
六

S
前
四

0
四
年
）
か
ら
戦
国
前
期
（
前
四

0
三
S
前
三
四
三
年
）
に
か
け

て
す
で
に
成
立
し
て
い
た
文
献
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
郭
店

楚
簡
や
上
博
楚
簡
の
中
に
稜
下
の
学
士
た
ち
の
著
作
が
入
る
こ
と

は
不
可
能
で
、
現
に
そ
う
し
た
文
献
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

諸
子
百
家
の
中
、
儒
家
・
道
家
・
兵
家
の
文
献
し
か
出
土
し
な

い
状
況
は
、
そ
う
し
た
時
代
性
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
が
、
筆
者

が
か
ね
が
ね
不
思
議
に
感
じ
て
い
た
の
は
、
戦
国
楚
簡
中
に
墨
家

の
文
献
が
見
当
た
ら
な
い
点
で
あ
っ
た
。
墨
家
は
孔
子
学
団
の
形

成
よ
り
は
遅
れ
る
も
の
の
、
春
秋
末
、
前
四
五

0
年
頃
に
は
す
で
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に
活
動
を
開
始
し
て
い
る
か
ら
、
戦
国
中
期
の
写
本
で
あ
る
郭
店

楚
簡
や
上
博
楚
簡
の
中
に
は
、
墨
家
の
著
作
が
含
ま
れ
て
い
て
当

然
だ
か
ら
で
あ
る
。
疇

そ
こ
に
今
回
『
鬼
神
之
明
』
が
登
場
し
た
わ
け
で
、
や
っ
と
現

れ
た
か
待
っ
て
い
た
ぞ
と
ば
か
り
に
、
早
速
取
り
上
げ
た
次
第
で

あ
る
。
筆
者
の
発
表
の
概
要
は
、
中
国
語
に
翻
訳
し
て
武
漢
大
学

に
送
っ
た
の
だ
が
、
次
に
そ
の
日
本
語
版
を
掲
げ
て
筆
者
の
発
表

内
容
の
紹
介
と
し
た
い
。

上
博
楚
簡
『
鬼
神
之
明
』
と
『
墨
子
』
明
鬼
論

上
博
楚
簡
『
鬼
神
之
明
』
は
、
『
墨
子
』
の
侠
文
と
見
ら
れ
る
。

郭
店
楚
簡
や
上
博
楚
簡
な
ど
の
戦
国
楚
簡
か
ら
、
墨
家
に
関
す
る

文
献
が
出
て
き
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
小
論
で

は
、
『
鬼
神
之
明
』
の
発
見
が
墨
家
思
想
の
研
究
に
ど
の
よ
う
な
影

瞥
を
与
え
る
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。

『
鬼
神
之
明
』
に
は
直
接
墨
子
の
名
称
は
見
え
な
い
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
『
鬼
神
之
明
』
を
墨
家
の
文
献
と
見
な
せ
る
で
あ

ろ
う
か
。
『
鬼
神
之
明
』
の
文
章
に
は
、
『
墨
子
』
と
酷
似
し
た
表

現
が
存
在
す
る
。
①
尭
．
舜
•
萬
•
湯
も
し
く
は
、
萬
•
湯
・
文
・

武
や
党
・
舜
·
萬
•
湯
・
文
•
武
と
架
・
紺
・
幽
・
腐
を
対
比
す

る
構
図
、
②
天
子
の
地
位
の
獲
得
と
後
世
に
ま
で
至
る
名
声
の
獲

得
を
上
天
や
鬼
神
の
賞
と
す
る
点
、
③
宗
廟
・
社
稜
の
断
絶
と
末

代
ま
で
の
汚
名
を
上
天
や
鬼
神
の
罰
と
す
る
点
の
三
点
に
わ
た
っ

て
、
『
墨
子
』
と
『
鬼
神
之
明
』
は
強
い
共
通
性
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
共
通
性
か
ら
、
『
鬼
神
之
明
』
を
墨
家
の
著
作
と
見
な
す

こ
と
に
は
全
く
問
題
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
鬼
神
が
明
か

不
明
か
と
い
っ
た
議
論
を
展
開
す
る
の
は
、
先
秦
に
お
い
て
は
墨

家
の
み
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
こ
の
点
か
ら
も
、
『
鬼
神
之
明
』
は

間
違
い
な
く
墨
家
の
文
献
だ
と
判
断
で
き
る
。

『
鬼
神
之
明
』
が
墨
家
の
文
献
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

だ
が
『
墨
子
』
に
は
、

(
1
)

親
士
以
下
七
篇
、

(
2
)

尚
賢
上
篇

以
下
十
論
二
十
三
篇
、

(
3
)

非
儒
下
篇
、

(
4
)

経
上
篇
以
下
墨

弁
六
篇
、

(
5
)

耕
柱
篇
以
下
説
話
類
五
篇
、

(
6
)

備
城
門
篇
以

下
守
城
法
十
一
篇
な
ど
、
形
式
や
性
格
を
異
に
す
る
多
様
な
諸
篇

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
鬼
神
之
明
』
は
、
上
記
の
分
類
中
の
ど
れ

に
属
す
る
文
献
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
鬼
神
が
明
か
不
明
か
を
論
ず

る
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
『
鬼
神
之
明
』

が
失
わ
れ
て
い
た
明
鬼
上
篇
か
明
鬼
中
篇
の
一
部
だ
っ
た
可
能
性

で
あ
ろ
う
。
本
節
で
は
『
墨
子
』
中
の
諸
篇
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、

そ
う
し
た
推
測
が
妥
当
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
た
い
。

説
話
類
の
中
に
は
、
鬼
神
が
明
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
か
を
議

論
す
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
①
②
③
の
特
徴
的
な
文
体
も
存
在
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
鬼
神
之
明
』
も
、
説
話
類
に
属
す
る
文

献
の
一
部
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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写
真
6

開
会
ス
ピ
ー
チ
：
浅
野
裕

右
端
は
李
学
勤
教
授'』

（
左
か
ら
二
番
目
）
、

も
う
―
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、
現
行
の
『
墨
子
』
の
先
頭
に

置
か
れ
て
い
る
、
親
士
•
修
身
•
所
染
・
法
儀

•
七
患
・
辞
過
・

三
弁
な
ど
の
諸
篇
と
同
類
の
文
献
の
一
部
だ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
法
儀
篇
や
所
染
篇
に
も
、
①
②
③
の
特
徴
的
な
文
体
が
存

在
し
て
い
る
。
ま
た
『
鬼
神
之
明
』
は
問
答
体
で
構
成
さ
れ
て
い

た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
三
弁
篇
も
「
程
繁
問
於
子
墨
子
日
」
と
、

非
楽
論
の
是
非
を
め
ぐ
る
墨
子
と
程
繁
の
問
答
体
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
鬼
論
の
是
非
を
め
ぐ
る
問
答
体
で
著
述

さ
れ
て
い
る
『
鬼
神
之
明
』
が
、
（
1
）
の
親
士
以
下
七
篇
と
同
様

の
性
格
を
持
つ
文
献
だ
っ
た
可
能
性
が
残
る
。

第
三
の
可
能
性
と
し
て
は
、
『
鬼
神
之
明
』
が
亡
侠
し
て
い
た
明

鬼
上
篇
か
明
鬼
中
篇
の
一
部
だ
っ
た
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。

た
だ
し
『
鬼
神
之
明
』
を
明
鬼
上
篇
も
し
く
は
明
鬼
中
篇
の
侠

文
だ
っ
た
と
す
る
推
定
に
は
、
疑
問
点
も
存
在
す
る
。
現
存
す
る

十
論
の
諸
篇
で
は
、
学
団
外
の
論
敵
と
の
論
争
が
展
開
さ
れ
て
お

り
、
説
話
類
に
頻
出
す
る
よ
う
な
学
団
内
の
門
人
と
の
問
答
は
全

く
含
ま
れ
な
い
。
『
鬼
神
之
明
』
の
「
汝
」
は
、
学
団
外
の
論
敵
を

指
す
と
は
思
わ
れ
ず
、
門
人
を
指
す
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
点
を

重
視
す
れ
ば
『
鬼
神
之
明
』
は
、
明
鬼
上
篇
や
明
鬼
中
篇
の
一
部

で
あ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
明
鬼
論
を
主
題
と
す
る
説
話
類
の
侠
文

か
、
親
士
以
下
七
篇
と
同
様
の
篇
の
侠
文
だ
っ
た
可
能
性
の
側
が

閾
い
で
あ
ろ
う
。
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以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
『
鬼
神
之
明
』
は
説
話
類
の
侠
文
か
親

士
以
下
七
篇
と
同
様
の
篇
の
侠
文
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
く
、

前
二
者
に
較
べ
る
と
可
能
性
は
若
干
低
い
も
の
の
、
明
鬼
上
篇
も

し
く
は
明
鬼
中
篇
の
一
部
だ
っ
た
可
能
性
も
残
る
と
の
結
論
を
得

た
。
上
博
楚
簡
は
戦
国
中
期
（
前
三
四
二

S
前
二
八
二
年
）
、
前
三

0
0
年
頃
の
写
本
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
故
に
『
鬼
神
之
明
』
の

発
見
は
、
そ
れ
が
何
の
文
献
の
一
部
だ
っ
た
か
は
と
も
か
く
、
戦

国
前
期
（
前
四

0
三

S
前
三
四
三
年
）
に
は
明
鬼
論
が
確
実
に
成

立
し
て
い
た
証
左
と
な
る
。
こ
の
こ
と
が
、
墨
家
思
想
の
研
究
に

ど
の
よ
う
な
影
郷
育
を
与
え
る
か
を
次
に
検
討
し
て
み
る
。

墨
家
思
想
に
関
す
る
論
考
を
数
多
く
著
し
た
渡
辺
卓
氏
は
、
兼

愛
・
非
攻
・
尚
賢
は
弱
者
支
持
の
立
場
を
取
っ
た
初
期
墨
家
が
唱

え
た
主
張
、
節
用
・
節
葬
•
非
楽
は
領
域
国
家
の
富
国
強
兵
策
を

支
持
し
た
中
期
墨
家
が
唱
え
た
主
張
、
尚
同
・
天
志
•
明
鬼
•
非

命
は
大
帝
国
に
よ
る
統
一
を
支
持
し
た
後
期
墨
家
が
唱
え
た
主
張

だ
と
し
た
上
で
、
明
鬼
論
は
秦
帝
国
に
よ
る
統
一
直
前
に
後
期
墨

家
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
主
張
で
あ
り
、
明
鬼
下
篇
は
秦
帝
国
成

立
前
後
か
ら
秦
帝
国
の
盛
期
に
か
け
て
著
作
さ
れ
た
と
す
る
。

渡
辺
氏
は
、
尚
同
・
天
志
•
明
鬼
•
非
命
を
大
帝
国
へ
の
理
論

提
供
を
策
し
た
一
連
の
思
想
と
捉
え
た
上
で
、
明
鬼
論
を
秦
の
統

一
事
業
に
協
力
し
た
秦
国
内
の
墨
者
が
、
秦
帝
国
成
立
直
前
に
提

唱
し
た
思
想
だ
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
今
回
の
上
博
楚
簡

『
鬼
神
之
明
』
の
発
見
に
よ
っ
て
、
渡
辺
説
が
全
く
成
り
立
た
な

い
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。

『
鬼
神
之
明
』
を
含
む
上
博
楚
簡
は
、
盗
掘
品
で
あ
る
た
め
正

確
な
出
土
地
点
は
不
明
で
、
副
葬
さ
れ
た
時
期
も
は
っ
き
り
し
な

い
。
そ
こ
で
中
国
科
学
院
上
海
原
子
核
研
究
所
で
炭
素
1
4
を
用
い

た
年
代
測
定
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
測
定
結
果
は
二
二
五
七
土
六
五

年
で
、
一
九
五

0
年
が
国
際
定
点
で
あ
る
か
ら
、
上
博
楚
簡
は
前

三
0
八
土
六
五
年
、
つ
ま
り
前
三
七
三
年
か
ら
前
二
四
三
年
の
間

の
書
写
と
な
る
。

ま
た
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
一
分
冊
「
前
言
」
は
、

副
葬
時
期
に
つ
い
て
、
竹
簡
や
字
体
の
分
析
、
郭
店
楚
簡
と
の
比

較
か
ら
、
楚
が
秦
の
攻
撃
を
受
け
て
郡
か
ら
陳
に
遷
都
す
る
前
二

七
八
年
以
前
と
推
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
上
博
楚
簡
の
書
写

年
代
は
、
前
三
七
三
年
か
ら
前
二
七
八
年
の
間
と
な
る
。
と
す
れ

ば
、
原
著
の
成
立
時
期
は
当
然
写
本
の
書
写
年
代
を
か
な
り
遡
る

か
ら
、
『
鬼
神
之
明
』
は
遅
く
も
戦
国
前
期
に
は
す
で
に
成
立
し

て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
墨
家
が
明
鬼
論
を
提
唱
し
た
意
図
を
、
秦
帝
国
に

よ
る
統
一
事
業
の
推
進
に
求
め
る
こ
と
は
、
全
く
不
可
能
と
な
る
。

と
同
時
に
、
尚
同
・
天
志
•
明
鬼
•
非
命
を
大
帝
国
へ
の
理
論
提

供
を
策
し
た
一
連
の
思
想
と
す
る
見
解
も
ま
た
、
根
底
か
ら
覆
さ

れ
る
。
戦
国
前
期
の
墨
家
が
、
一
五

0
年
も
後
の
秦
帝
国
の
樹
立
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を
予
見
し
、
そ
れ
に
協
力
す
る
た
め
の
理
論
を
予
め
用
意
す
る
な

ど
と
い
う
こ
と
は
、
物
理
的
に
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

『
鬼
神
之
明
』
の
発
見
に
よ
っ
て
、
兼
愛
・
非
攻
・
尚
賢
は
弱

者
支
持
の
立
場
を
取
っ
た
初
期
墨
家
が
唱
え
た
主
張
、
節
用
・
節

葬
•
非
楽
は
領
域
国
家
の
富
国
強
兵
策
を
支
持
し
た
中
期
墨
家
が

唱
え
た
主
張
、
尚
同
・
天
志
•
明
鬼
•
非
命
は
大
帝
国
に
よ
る
統

一
を
支
持
し
た
後
期
墨
家
が
唱
え
た
主
張
だ
と
す
る
渡
辺
説
は
、

も
は
や
そ
の
全
体
が
完
全
に
破
綻
し
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
論
は
す
で
に
墨
子
の
時
代
に
す
べ
て
成
立
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
最
も
直
接
的
な
証
拠
は
、
魯
問
篇
の
記
述
で
あ
る
。

魯
問
篇
に
は
十
論
す
べ
て
が
出
揃
っ
て
い
る
。
耕
柱
・
貴
義
・
公

孟
．
魯
問
の
四
篇
は
す
べ
て
墨
子
の
言
行
録
で
、
そ
の
時
代
性
や

地
域
性
な
ど
、
説
話
類
の
内
容
を
仔
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
こ

れ
ら
は
間
違
い
な
く
墨
子
の
時
代
の
記
録
で
あ
る
。
そ
こ
に
十
論

す
べ
て
の
名
称
が
登
場
す
る
以
上
、
十
論
は
墨
子
の
時
代
に
す
で

に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
鬼
神
之
明
』
の
発
見
に
よ
っ
て
、
そ
の
中
の
明
鬼
論
が
遅
く

も
戦
国
前
期
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た

以
上
、
十
論
は
墨
子
の
時
代
に
す
べ
て
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
十
論
の
主
張
の
成
立
時
期
と
十
論
三
十
篇
の
著
作
時
期
と

の
間
に
は
多
少
の
時
期
的
ず
れ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
『
鬼
神
之
明
』

の
文
体
と
十
論
の
文
体
が
酷
似
す
る
現
象
は
、
そ
の
時
期
的
ず
れ

が
極
め
て
短
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
鬼
神
之
明
』

に
よ
り
、
①
尭
•
舜
•
萬
•
湯
も
し
く
は
、
萬
•
湯
・
文
•
武
や

発
・
舜
•
萬
•
湯
・
文
•
武
と
架
・
紺
・
幽
•
廣
を
対
比
す
る
構

図
、
②
天
子
の
地
位
の
獲
得
と
後
世
に
ま
で
至
る
名
声
の
獲
得
を

上
天
や
鬼
神
の
賞
と
す
る
点
、
③
宗
廟
・
社
稜
の
断
絶
と
末
代
ま

で
の
汚
名
を
上
天
や
鬼
神
の
罰
と
す
る
点
な
ど
、
『
墨
子
』
に
特
徴

的
な
文
体
が
、
す
で
に
戦
国
前
期
に
は
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
判

明
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
現
存
す
る
十
論
二
十
三
篇
の

著
作
時
期
は
、
墨
子
が
活
動
し
た
春
秋
末
か
ら
戦
国
前
期
に
か
け

て
の
時
期
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
上
記
①
②
③
の
特
徴
的
文
体
が
、
十
論
の
み
な
ら
ず
説
話

類
や
親
士
以
下
七
篇
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
現
象
は
、
説
話
類

や
親
士
以
下
七
篇
も
、
墨
子
が
活
動
し
た
春
秋
末
か
ら
戦
国
前
期

に
か
け
て
の
時
期
に
す
で
に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

今
後
の
墨
家
思
想
の
研
究
は
、
こ
う
し
た
新
た
な
知
見
を
充
分
に

踏
ま
え
な
が
ら
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

質
疑
応
答

筆
者
の
発
表
に
対
し
て
は
、
北
京
師
範
大
学
史
学
研
究
所
の
李

鋭
氏
か
ら
次
の
よ
う
な
質
問
が
出
さ
れ
た
。
発
表
者
は
、
『
鬼
神
之

明
』
の
思
想
分
析
よ
り
も
、
『
墨
子
』
中
の
ど
の
部
門
に
属
す
る
か

と
い
っ
た
問
題
に
議
論
を
集
中
す
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
、
そ
れ
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よ
り
も
思
想
内
容
の
分
析
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
と
。
こ
の

質
問
に
対
し
て
筆
者
は
、
『
鬼
神
之
明
』
の
思
想
内
容
は
、
伝
世
の

『
墨
子
』
が
伝
え
る
墨
家
思
想
の
枠
内
に
充
分
収
ま
っ
て
お
り
、

取
り
立
て
て
新
奇
な
要
素
を
含
ん
で
は
い
な
い
と
判
断
し
た
の
で
、

文
献
の
帰
属
を
中
心
に
考
察
し
た
の
だ
と
回
答
し
た
。

ま
た
山
東
大
学
文
史
哲
学
院
博
士
研
究
生
の
西
山
尚
志
氏
か
ら

は
、
発
表
者
は
「
女
以
此
詰
之
」
の
「
女
」
を
「
汝
」
に
隷
定
す

る
が
、
こ
の
「
女
」
は
「
如
」
に
隷
定
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
と

の
質
問
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
次
の
よ
う
に
答
え

た
。
「
汝
」
に
隷
定
す
れ
ば
、
『
鬼
神
之
明
』
は
「
吾
」
と
「
汝
」

の
間
の
問
答
体
と
な
る
が
、
「
如
」
に
隷
定
す
れ
ば
、
『
鬼
神
之
明
』

は
「
吾
」
一
人
の
独
白
体
と
な
る
、
ど
ち
ら
が
よ
い
の
か
は
、
確

た
る
証
拠
が
な
い
の
で
、
現
段
階
で
は
い
ず
れ
と
も
決
し
が
た
い

と。
筆
者
の
発
表
の
後
、
武
漢
大
学
の
丁
四
新
氏
が
、
「
上
博
楚
簡
《
鬼

神
》
篇
注
繹
典
研
究
」
と
題
す
る
発
表
を
行
っ
た
。
た
だ
し
発
表

時
間
を
大
幅
に
超
過
し
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
質
疑
が
行
わ
れ
な
い

ま
ま
に
終
了
し
た
。

学
会
の
感
想

李
鋭
氏
と
は
分
科
会
終
了
後
、
精
華
大
学
に
留
学
中
の
福
田
一

也
氏
と
と
も
に
、
会
場
内
に
居
残
っ
て
し
ば
し
懇
談
し
た
。
李
鋭

氏
が
上
記
の
よ
う
な
質
問
を
発
し
た
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
背
景

が
あ
る
。
彼
は
簡
吊
研
究
網
姑
に
「
読
上
博
五
札
記
」
と
題
す
る

論
文
を
発
表
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
彼
は
、
以
下
の
よ
う
な
見
解

を
提
示
し
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
十
論
に
は
、
す
べ
て
上
中
下
の
三
篇
が
あ
っ
て
論
旨

が
近
似
し
て
お
り
、
墨
家
の
主
要
な
主
張
を
述
べ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
明
鬼
論
の
中
で
唯
一
現
存
す
る
明
鬼
下
篇
に
は
、
「
鬼
紳
有

所
明
有
所
不
明
」
と
す
る
議
論
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
も
し
『
鬼

神
之
明
』
が
亡
侠
し
た
明
鬼
上
篇
か
明
鬼
中
篇
の
一
部
だ
っ
た
と

す
れ
ば
、
と
て
も
人
々
を
信
服
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
鬼
神
に
不
明
な
所
が
あ
る
と
自
ら
認
め
れ
ば
、
鬼
神

の
信
賞
必
罰
を
説
く
明
鬼
論
は
説
得
力
を
失
っ
て
し
ま
う
と
し
て
、

『
鬼
神
之
明
』
が
亡
侠
し
た
明
鬼
上
篇
か
明
鬼
中
篇
の
一
部
だ
っ

た
可
能
性
に
疑
義
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
李
鋭
氏
は
、

次
の
よ
う
な
推
測
を
展
開
す
る
。

『
論
衡
』
福
虚
篇
に
は
、
墨
者
の
纏
子
が
、
秦
の
穆
公
の
明
徳

を
賞
し
て
上
帝
が
十
九
年
の
寿
命
を
賜
与
し
た
例
を
引
い
て
明
鬼

論
を
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
儒
者
の
葉
無
心
が
発
・
舜
も
寿
命

を
賜
与
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
架
・
紺
も
若
死
に
し
て
い
な
い
例
を

挙
げ
て
論
駁
し
た
と
の
記
述
が
見
え
る
。
こ
の
葉
無
心
の
主
張
こ

そ
、
『
鬼
神
之
明
』
が
扱
う
「
鬼
紳
有
所
明
有
所
不
明
」
と
の
議
論

と
一
致
す
る
。
明
鬼
下
篇
に
は
こ
の
董
無
心
の
批
判
へ
の
補
充
説
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明
が
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
『
鬼
神
之
明
』
は
葉
無
心
の
批
判

に
対
す
る
補
充
説
明
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
鬼
神
之
明
』

は
、
董
無
心
の
批
判
を
承
け
て
墨
子
の
後
学
が
著
述
し
た
文
献
で

は
な
い
の
か
。

こ
の
よ
う
に
李
鋭
氏
は
、
「
鬼
紳
有
所
明
有
所
不
明
」
と
の
主
張

を
容
認
す
る
『
鬼
神
之
明
』
の
思
想
内
容
を
、
鬼
神
の
信
賞
必
罰

を
強
調
す
る
墨
家
本
来
の
明
鬼
論
か
ら
相
当
離
れ
た
立
場
と
理
解

し
た
た
め
、
『
鬼
神
之
明
』
を
墨
家
思
想
の
後
次
的
展
開
の
所
産
と

す
る
見
解
を
抱
い
た
わ
け
で
、
だ
か
ら
こ
そ
『
墨
子
』
の
枠
内
で

『
鬼
神
之
明
』
の
帰
属
問
題
を
論
じ
た
筆
者
の
発
表
に
疑
問
を
感

じ
て
、
上
記
の
質
問
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

懇
談
の
中
で
李
鋭
氏
は
、
浅
野
先
生
は
今
回
の
発
表
論
文
中
に

私
の
論
文
を
引
い
て
い
る
が
、
私
の
考
え
を
ど
う
思
う
か
と
意
見

を
求
め
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
私
は
次
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ

た。
あ
な
た
も
認
め
る
よ
う
に
『
墨
子
』
説
話
類
の
公
孟
篇
や
魯
問

篇
の
中
に
は
、
鬼
神
が
明
か
不
明
か
を
め
ぐ
る
墨
子
と
門
人
の
議

論
が
見
え
る
。
ま
た
あ
な
た
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
明
鬼
下
篇

に
は
無
鬼
論
を
半
ば
容
認
す
る
発
言
ま
で
存
在
す
る
。
だ
か
ら
『
墨

子
』
の
中
に
は
、
鬼
神
の
信
賞
必
罰
を
強
調
す
る
論
調
か
ら
、
鬼

神
が
明
か
不
明
か
を
め
ぐ
る
議
論
や
、
無
鬼
論
を
半
ば
容
認
す
る

発
言
ま
で
、
幅
広
い
論
調
が
す
で
に
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
こ
う
し
た
差
異
を
、
た
だ
ち
に
時
代
的
差
異
に
結
び
つ
け
る
理

解
に
は
、
私
は
懐
疑
的
で
あ
る
。

な
お
か
つ
『
論
衡
』
福
虚
篇
が
記
す
纏
子
と
菫
無
心
の
問
答
（
王

充
『
論
衡
』
の
記
述
は
、
恐
ら
く
『
漢
書
』
芸
文
志
•
諸
子
略
・

儒
家
が
著
録
す
る
「
董
子
一
篇
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
）
が

い
つ
の
時
代
に
行
わ
れ
た
の
か
は
、
皆
目
不
明
で
あ
る
。
炭
素
1
4

を
用
い
た
年
代
測
定
の
結
果
な
ど
か
ら
、
『
鬼
神
之
明
』
は
戦
国
前

期
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
も
し
そ
こ
に

纏
子
と
蓋
無
心
の
問
答
を
踏
ま
え
た
補
充
説
明
が
見
ら
れ
る
と
す

れ
ば
、
両
者
の
問
答
は
春
秋
末
か
ら
戦
国
初
頭
の
間
に
行
わ
れ
た

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
そ
う
し
た
立
証
は
今
の
と
こ
ろ

不
可
能
で
あ
ろ
う
。
鬼
神
が
明
か
不
明
か
を
め
ぐ
る
墨
子
と
門
人

の
議
論
が
『
墨
子
』
の
中
に
す
で
に
存
在
す
る
以
上
、
わ
ざ
わ
ざ

論
証
不
可
能
な
論
拠
を
持
ち
出
す
必
然
性
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

以
上
の
私
の
返
答
に
対
し
、
李
鋭
氏
は
炭
素
1
4
の
測
定
法
に
つ

い
て
質
問
し
て
き
た
。
そ
の
内
容
は
、
浅
野
先
生
は
一
九
五

0
年

を
起
点
に
計
算
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
私
が
そ
れ
は
一
九
五

0
年
が
国
際
定
点
だ
か
ら
だ
と
答
え

る
と
、
彼
は
怪
誇
な
表
情
で
、
そ
れ
は
誰
が
決
め
た
の
か
と
聞
い

て
き
た
。
私
は
そ
れ
が
国
際
協
定
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
こ
と
を

説
明
し
た
が
、
李
鋭
氏
に
は
ど
う
も
納
得
が
い
か
な
い
よ
う
で
あ

っ
た
。
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懇
談
は
こ
こ
で
時
間
切
れ
と
な
り
、
我
々
は
別
の
会
場
へ
と
移

動
し
た
。
同
席
し
て
い
た
福
田
一
也
氏
は
、
中
国
の
学
者
は
炭
素

14
を
用
い
た
年
代
測
定
法
の
仕
組
み
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
理
解
し

て
お
ら
ず
、
戦
国
楚
簡
の
時
代
を
自
在
に
上
げ
下
げ
で
き
る
と
い

ま
だ
に
思
っ
て
い
る
と
の
感
想
を
述
べ
た
。
私
も
全
く
同
様
の
印

象
を
受
け
た
。

丁
四
新
氏
は
、
口
頭
で
の
発
表
と
は
別
に
、
「
論
楚
簡
《
鬼
神
》

篇
的
鬼
神
観
及
其
學
派
帰
属
」
と
題
す
る
論
文
を
会
鏃
論
文
集
に

提
出
し
た
が
、
彼
も
ま
た
『
鬼
神
之
明
』
の
思
想
内
容
を
、
鬼
神

の
信
賞
必
罰
を
強
調
す
る
墨
家
本
来
の
明
鬼
論
か
ら
大
き
く
逸
脱

し
た
立
場
と
理
解
し
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
な
見
解
を
提
示
し
た
。

『
墨
子
』
公
孟
篇
は
、
「
公
孟
子
日
、
無
鬼
紳
」
と
か
「
儒
以
天

為
不
明
、
以
鬼
紳
為
不
紳
」
な
ど
と
、
儒
家
が
無
鬼
論
を
説
い
た

と
記
述
す
る
が
、
『
孟
子
』
に
そ
う
し
た
思
想
は
な
く
、
『
荀
子
』

天
論
篇
の
主
張
が
最
も
そ
れ
に
適
合
す
る
。
し
た
が
っ
て
『
墨
子
』

公
孟
篇
は
、
荀
子
よ
り
若
干
前
か
ほ
ぼ
同
時
期
に
著
作
さ
れ
た
墨

家
の
文
献
で
あ
る
。
そ
し
て
鬼
神
に
は
不
明
な
所
が
あ
る
と
認
め

る
『
鬼
神
之
明
』
の
立
場
は
、
墨
子
の
教
説
か
ら
背
離
し
た
完
全

な
異
端
で
あ
り
、
そ
の
成
立
年
代
は
『
墨
子
』
公
孟
篇
と
同
時
期

で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
。

こ
の
丁
四
新
氏
の
見
解
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
『
鬼
神
之
明
』
は

荀
子
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
戦
国
後
期
（
前
二
八

S
前
ニ
ニ
―
年
）

に
著
作
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
も
し
戦
国
後
期
に
『
鬼
神
之
明
』

の
原
著
が
成
立
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
転
写
を
重
ね
て
世
間
に
流
布

し
た
後
、
そ
の
一
本
を
墓
主
が
入
手
し
、
そ
の
後
死
亡
し
て
墓
に

副
葬
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
上
博
楚
簡
が
盗
掘
さ
れ
た
墓
の
造

営
時
期
は
、
秦
帝
国
の
時
代
か
漢
帝
国
成
立
後
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
竹
簡
の
書
写
年
代
は
墓
の
造
営
時
期
を
遡
る
の
だ
が
、
そ

の
書
写
年
代
は
ど
ん
な
に
早
く
て
も
戦
国
最
末
、
前
二
三

0
年
頃

と
な
ろ
う
。
し
か
し
て
そ
れ
は
、
前
三

0
八
土
六
五
年
、
つ
ま
り

前
三
七
三
年
か
ら
前
二
四
三
年
の
間
の
書
写
と
す
る
炭
素
14
を
用

い
た
年
代
測
定
の
結
果
と
は
、
全
く
相
容
れ
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
上
博
楚
簡
は
、
竹
簡
に
付
着
し
て
い
た
土
壌
の
分
析
に
よ

っ
て
、
郭
店
一
号
楚
墓
が
あ
る
湖
北
省
江
陵
の
墓
陵
地
か
ら
盗
掘

さ
れ
た
と
見
ら
れ
て
お
り
、
秦
の
攻
撃
を
受
け
て
楚
が
郡
か
ら
陳

に
遷
都
す
る
前
二
七
八
年
以
前
に
副
葬
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

丁
四
新
氏
の
所
説
は
、
こ
う
し
た
考
古
学
的
知
見
と
も
全
く
相
容

れ
な
い
。

今
回
の
学
会
で
発
表
さ
れ
た
論
文
は
多
数
に
上
る
が
、
上
述
の

考
古
学
的
知
見
を
踏
ま
え
た
研
究
は
、
我
々
戦
国
楚
簡
研
究
会
の

メ
ン
バ
ー
や
福
田
一
也
氏
の
も
の
を
除
く
と
、
ほ
と
ん
ど
見
か
け

な
か
っ
た
。
ま
さ
し
く
戦
国
楚
簡
の
年
代
を
自
在
に
上
げ
下
げ
（
と

言
っ
て
も
、
実
際
に
は
引
き
下
げ
る
方
向
の
み
な
の
だ
が
）
で
き

る
状
況
な
の
で
あ
る
。

C 237) 



こ
の
点
は
、
筆
者
が
質
問
を
行
な
っ
た
、
徐
少
華
氏
の
「
論
《
上

博
五
•
君
子
為
證
》
的
編
聯
典
本
文
結
構
」
に
関
し
て
も
同
様
で

あ
る
。
徐
少
華
氏
は
、
子
貢
が
行
人
子
羽
に
向
か
い
、
孔
子
は
鄭

の
子
産
・
萬
・
舜
よ
り
も
賢
で
あ
る
と
語
る
『
君
子
為
礼
』
の
内

容
（
た
だ
し
徐
少
華
氏
は
、
舜
は
孔
子
と
同
等
に
賢
だ
と
さ
れ
て

い
る
と
推
定
し
て
い
る
）
を
、
各
学
派
の
対
立
が
激
化
し
た
戦
国

中
晩
期
の
状
況
を
反
映
し
た
産
物
だ
と
結
論
づ
け
る
。

も
し
『
君
子
為
礼
』
の
原
著
が
戦
国
中
晩
期
の
状
況
を
承
け
て

著
作
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
上
博
楚
簡
『
君
子
為
礼
』
の
書
写
年

代
は
、
ど
ん
な
に
早
く
て
も
戦
国
最
末
以
降
と
な
ろ
う
。
と
す
れ

ば
や
は
り
徐
少
華
氏
の
所
説
も
、
上
述
し
た
考
古
学
的
知
見
と
は

全
く
相
容
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。

日
本
の
学
界
に
は
、
欧
米
の
学
者
が
要
求
し
て
も
炭
素
測
定
法

に
か
け
な
い
か
ら
（
実
際
は
測
定
値
が
出
て
い
る
）
郭
店
楚
簡
の

年
代
は
信
用
で
き
な
い
と
言
っ
た
か
と
思
え
ば
、
今
度
は
詭
弁
を

弄
し
て
炭
素
測
定
法
の
有
効
性
を
否
定
し
て
み
た
り
、
前
三

0
0

年
説
を
突
破
し
て
年
代
を
引
き
下
げ
る
の
が
海
外
の
大
勢
だ
と
虚

偽
を
ま
く
し
立
て
た
か
と
思
え
ば
、
た
と
え
前
三

0
0
年
説
が
国

際
的
大
勢
だ
と
し
て
も
自
分
の
信
念
は
変
わ
ら
な
い
と
開
き
直
っ

て
み
た
り
と
、
滑
稽
な
ド
タ
バ
タ
喜
劇
を
演
じ
な
が
ら
戦
国
楚
簡

の
年
代
を
意
図
的
に
引
き
下
げ
よ
う
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
が
存

在
し
、
郭
店
『
老
子
』
に
は
荀
子
を
踏
ま
え
た
箇
所
が
あ
る
な
ど

と
い
っ
た
珍
説
を
、
い
ま
だ
に
提
出
し
て
い
る
。

先
に
紹
介
し
た
中
国
の
学
者
た
ち
の
研
究
姿
勢
は
、
こ
れ
と
は

少
し
く
趣
を
異
に
す
る
。
彼
ら
は
決
し
て
あ
る
魂
胆
に
基
づ
い
て
、

意
図
的
に
引
き
下
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
炭
素
1
4
を

用
い
た
年
代
測
定
法
を
始
め
と
す
る
考
古
学
的
知
見
な
ど
、
は
な

か
ら
意
識
に
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
結
果
的
に
彼
ら
は
、
上
博

楚
簡
の
各
種
文
献
が
記
す
思
想
を
自
分
な
り
に
分
析
し
、
荀
子
と

同
時
代
の
作
品
だ
と
か
、
戦
国
中
晩
期
の
状
況
の
産
物
だ
と
い
っ

た
結
論
を
、
自
在
に
導
き
出
す
の
で
あ
る
。

以
上
紹
介
し
た
事
柄
が
、
今
回
の
学
会
に
参
加
し
て
筆
者
が
受

け
た
、
最
も
強
い
印
象
で
あ
る
。
新
出
楚
簡
の
研
究
は
、
各
国
の

研
究
者
が
寸
刻
を
争
っ
て
成
果
の
発
表
を
競
う
、
最
も
白
熱
し
た

分
野
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
議
論
百
出
の
百
家
争
鳴
状
態

は
、
学
界
盛
況
の
証
で
も
あ
る
か
ら
、
そ
の
限
り
で
は
喜
ば
し
い
。

今
後
、
新
た
な
資
料
の
発
見
や
研
究
の
進
展
に
伴
い
、
時
の
ふ
る

い
に
掛
け
ら
れ
て
、
残
る
べ
き
は
残
り
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
淘

汰
さ
れ
て
、
し
だ
い
に
共
通
理
解
の
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
て
行
く

と
予
想
さ
れ
る
。
現
在
の
状
況
は
、
そ
の
長
い
道
の
り
の
わ
ず
か

な
一
コ
マ
に
過
ぎ
な
い
。

（
浅
野
裕
一
）
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